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縄
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二
　
四
十
七
県
目
の
沖
縄
調
査

こ
れ
は
沖
縄
の
本
島
と
石
垣
島
と
に
お
け
る
、
角
筆
文
献
の
調
査
報
告
で

あ
る
。昭

和
六
十
二
年
に
汲
古
書
院
よ
り
拙
著
『
角
筆
文
献
の
国
語
学
的
研
究
し

(
研
究
篇
・
影
印
資
料
貸
、
二
冊
)
を
公
刊
す
る
機
を
得
て
以
来
、
平
成
十

年
に
至
る
十
年
余
を
閲
す
る
間
に
、
角
筆
文
献
の
点
数
は
、
一
〇
〇
点
(
補

章
に
五
十
一
点
を
追
加
)
か
ら
二
、
五
〇
〇
点
に
増
加
し
た
。
今
後
も
更
に

増
え
る
見
通
し
が
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
古
典
籍
・
古
文
書
に
角
筆
で
紙
面
を
凹
ま
せ
て
書
い
た
文

字
や
絵
の
見
付
け
方
に
馴
れ
て
来
た
こ
と
、
角
筆
文
字
等
を
発
掘
調
査
す
る

協
力
者
の
増
え
始
め
た
こ
と
、
色
が
無
く
凹
み
だ
け
で
記
し
た
文
字
等
を
解

読
す
る
た
め
の
機
器
(
「
角
筆
ス
コ
ー
プ
・
角
筆
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
)
が
広

島
大
学
名
誉
教
授
吉
沢
康
和
氏
に
よ
っ
て
開
発
・
改
良
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。

し
か
し
最
も
大
き
な
理
由
は
、
発
掘
調
査
す
る
地
域
が
日
本
全
国
に
拡
が
っ

た
こ
と
に
よ
る
。
更
に
は
中
国
大
陸
・
印
度
・
中
東
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま
で

拡
が
り
つ
つ
あ
る
。

昭
和
六
十
二
年
の
時
点
で
は
、
見
出
さ
れ
た
一
〇
〇
点
の
角
筆
文
献
は
、

殆
ど
が
京
都
と
奈
良
と
い
う
、
か
つ
て
都
が
あ
り
古
代
文
化
の
中
心
地
で
あ
っ

た
地
域
の
古
寺
社
等
に
伝
存
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
六

十
三
年
に
広
島
県
の
三
原
市
立
図
書
館
の
郷
土
資
料
か
ら
角
筆
文
献
が
発
見

さ
れ
、
翌
年
の
平
成
元
年
の
調
査
で
四
十
二
点
と
い
う
大
量
に
確
認
さ
れ
る

に
及
ん
で
、
か
つ
て
の
都
の
地
以
外
の
地
方
に
お
い
て
も
、
角
筆
が
使
わ
れ

そ
の
文
献
が
残
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
予
測
を
得
る
に
至
っ
た
。

か
く
て
、
全
国
各
地
を
踏
査
し
て
い
る
う
ち
に
、
昨
年
平
成
九
年
秋
の
宮

崎
県
下
の
調
査
発
見
に
よ
っ
て
、
こ
の
十
年
の
間
に
、
北
は
北
海
道
か
ら
南

は
鹿
児
島
に
至
る
ま
で
の
、
本
土
の
四
十
六
都
道
府
県
の
す
べ
て
か
ら
角
筆

文
献
を
発
見
し
て
い
た
。
予
測
が
証
明
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

残
る
は
沖
縄
県
一
県
の
み
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
今
年
二
月
の
上
旬
か
ら
中
旬
に
わ
た
っ
て
、
沖
縄
の
本
島
と

石
垣
島
の
角
筆
文
献
発
掘
調
査
に
出
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
メ
ム
バ
ー
は
、

角
筆
ス
コ
ー
プ
の
開
発
者
の
吉
沢
氏
と
、
奄
美
大
島
か
ら
角
筆
文
献
を
発
見

し
兼
ね
て
よ
り
沖
縄
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
西
村
浩
子
氏
と
、
筆
者
と

の
三
人
で
あ
る
。

沖
縄
に
角
筆
文
献
が
果
し
て
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
念
と
い
う
よ
り

不
安
に
近
い
感
懐
は
、
那
覇
空
港
に
着
い
て
も
消
え
な
か
っ
た
。
あ
の
戦
禍

に
見
舞
わ
れ
た
本
島
に
も
、
漢
籍
が
伝
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
高
津

孝
・
柴
野
川
敦
両
氏
の
編
に
な
る
「
琉
球
列
島
に
お
け
る
宗
教
関
係
資
料
に

関
す
る
総
合
調
査
二
渓
籍
目
録
編
-
琉
球
関
係
漢
籍
調
査
目
録
-
」
(
平
成
四
・
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三
年
度
文
訂
省
科
学
研
究
費
補
助
金
総
合
研
究
㈲
研
究
成
果
報
告
書
)
か
ら

教
示
を
得
て
承
知
し
て
い
た
。
そ
の
中
に
本
土
の
角
筆
文
献
と
同
じ
書
名
の

漢
籍
も
あ
る
こ
と
に
期
待
は
あ
っ
た
。
し
か
し
本
土
と
は
異
な
っ
た
特
殊
事

情
も
あ
る
。
若
し
角
筆
文
献
が
あ
る
な
ら
、
中
国
大
陸
の
文
化
と
島
津
文
化

と
の
影
響
が
ど
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
興
味
も
捨
て
難

い
。
思
い
は
様
々
で
あ
っ
た
。

こ
の
漢
籍
目
録
を
当
面
の
手
掛
り
に
し
て
、
具
志
川
市
史
編
纂
室
の
条
野

川
敦
氏
の
お
世
話
を
得
て
、
沖
縄
本
島
で
は
、
沖
縄
県
立
図
書
館
、
沖
縄
県

ち
ヤ
た
ん

立
博
物
館
、
沖
縄
県
公
文
書
館
と
北
谷
町
公
文
書
館
(
北
谷
町
教
育
委
員
会

保
管
)
　
の
四
箇
所
、
石
垣
島
で
は
、
八
重
山
博
物
館
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
館
長

は
じ
め
関
係
各
位
の
厚
情
に
よ
り
調
査
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
結
果
、

後
に
述
べ
る
よ
う
な
計
十
六
点
の
角
筆
文
献
を
各
所
か
ら
、
幸
い
に
も
発
見

す
る
に
至
っ
た
。

こ
れ
を
先
ず
は
一
覧
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

沖
縄
県
の
角
筆
文
献
一
覧
(
平
成
十
年
二
月
現
在
)

[
沖
縄
県
立
図
書
館
]

1
、
m
孝
経
(
寛
政
七
年
二
七
九
五
、
津
軽
稽
古
館
版
)
一
冊
　
東
恩
納

文
庫
コ
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
筆
文
献
番
号
〔
N
∽
宗
〕

2
、
個
太
上
感
應
篇
(
道
光
二
十
一
年
二
八
四
一
、
序
)
一
冊
　
東
恩
納

文
庫
カ
5
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
N
∽
の
3

3
、
個
尚
泰
侯
実
録
(
大
正
三
年
、
東
恩
納
寛
惇
筆
)
　
二
冊
　
東
恩
納
文
庫

シ
Ⅲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
蛋
∞
〕

4
、
㈲
陳
暢
園
先
生
童
子
折
談
(
道
光
二
十
四
年
二
八
四
四
、
序
、
琉
球

版
)
一
冊
　
東
恩
納
文
庫
ト
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
N
∽
雷
〕

[
沖
縄
県
公
文
書
館
]

5
、
川
稽
古
案
文
集
(
同
治
十
一
年
二
八
七
二
頃
、
写
、
平
仮
名
文
)
一

冊
　
岸
秋
正
文
庫
K
2
0
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
N
い
さ
〕

6
、
㈱
琉
球
人
来
聴
容
貌
説
(
嘉
永
三
年
二
八
五
〇
写
、
角
筆
の
下
絵
線
)

18

一
冊
　
岸
秋
正
文
庫
1
2

〔N∽ご〕

[
石
垣
市
、
八
重
山
博
物
館
]

7
、
川
孟
子
集
註
巻
四
・
巻
五
(
近
世
刊
、
「
善
房
」
墨
書
)
一
冊
　
豊
川

安
全
家
文
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
N
∽
㌶
〕

8
、
拗
論
語
集
註
巻
十
(
江
戸
初
期
列
、
「
宮
良
仁
尾
」
墨
書
)
一
冊
　
武

島
利
子
家
文
書
1
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
N
∽
詔
〕

9
、
㈱
小
学
巻
六
(
近
世
列
、
「
光
緒
十
一
年
」
朱
書
、
「
憲
章
氏
英
喜
」
墨

書
)
一
冊
　
新
本
家
文
書
2
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
賀
王

1
0
、
㈲
論
語
集
註
巻
七
(
江
戸
初
期
列
、
大
破
)
一
冊
　
武
島
利
子
家
文
書

1
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
N
当
巴

1
1
、
㈱
三
字
経
訓
話
(
近
世
刊
)
一
冊
　
八
重
山
博
物
館
・
そ
の
他
1
2

〔N∽宗〕

1
2
、
㈱
白
姓
(
同
治
十
三
年
・
一
八
七
四
写
、
「
新
本
仁
屋
普
能
」
　
墨
書
)

一
冊
　
新
本
家
文
書
3
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
N
∽
コ
〕

1
3
、
的
陳
暢
園
先
生
童
子
折
談
(
道
光
二
十
四
年
二
八
四
四
、
序
、
琉
球

版
)
一
冊
　
牧
野
孫
宣
家
文
書
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
N
∽
謡
〕

1
4
、
㈱
陳
暢
園
先
生
童
子
掟
談
(
道
光
二
十
四
年
二
八
四
四
、
序
、
琉
球

版
)
一
冊
　
竹
原
家
文
書
4
2

1
5
、
㈱
太
上
感
応
篤
、
文
昌
帝
君
陰
陪
文
　
(
同
治
九
年
・

「
上
官
姓
宗
嗣
人
正
興
」
「
見
小
我
正
惇
」
墨
書
)
一
冊

文
書
3
4

1
6
、
㈹
自
作
撃
(
十
九
世
紀
後
半
期
写
本
、
「
翁
長
仁
屋
□
」

崎
山
孝
子
家
文
書
1

〔NU這〕

一
八
七
〇
写
、

糸
州
正
二
家

〔Ngc〕

墨
書
)
一
冊

〔N∽巴〕

以
下
、
所
蔵
の
館
別
に
、
そ
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
す



る
。

二
、
沖
縄
県
立
図
書
館
蔵
の
角
筆
文
献

沖
縄
県
立
図
書
館
で
は
、
東
恩
納
文
庫
か
ら
計
四
点
の
角
筆
文
献
を
見
出

す
こ
と
が
出
来
た
。
東
恩
納
文
庫
は
、
同
館
の
資
料
に
よ
る
と
、
那
覇
市
来

ひ
が
し
お
ん
な
か
ん
じ
°
ん

町
出
身
の
歴
史
学
者
の
東
恩
納
寛
惇
氏
(
一
八
八
二
-
一
九
六
三
)
　
の
旧
蔵

書
、
三
三
八
四
点
を
収
め
、
そ
の
半
数
近
く
が
沖
縄
関
係
資
料
で
あ
る
と
い

う
。
氏
が
六
十
余
年
か
け
て
蒐
集
し
た
こ
の
蔵
書
は
、
郷
土
那
覇
市
の
財
団

法
人
東
恩
納
寛
惇
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
た
が
、
昭
和
四
十
年
に
琉
球
政
府
に
移

管
さ
れ
、
現
在
は
沖
縄
県
立
図
書
館
に
特
殊
文
庫
と
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

東
恩
納
寛
惇
氏
は
、
儒
者
で
あ
る
祖
父
寛
宜
の
漢
学
の
影
響
を
受
け
て
成
長

し
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
学
科
を
卒
業
、
東
京
都
立
大
学
・
柘
植
大

学
教
授
等
を
務
め
、
昭
和
三
十
八
年
、
東
京
都
世
田
谷
区
束
玉
川
の
自
宅
に

き
°
l
つ
し
ゆ
、
つ

お
い
て
八
十
歳
で
永
眠
し
た
。
号
を
乱
州
と
い
い
、
蔵
書
に
は
「
軋
州
書
屋
」

「
乱
州
書
屋
蔵
」
の
朱
方
印
を
押
捺
し
た
も
の
が
多
い
。

東
恩
納
文
庫
か
ら
見
出
し
た
四
点
の
角
筆
文
献
の
う
ち
三
点
が
沖
縄
関
係

書
で
あ
る
。
も
う
一
点
は
、
寛
政
七
年
(
一
七
九
五
)
津
軽
稽
古
館
蔵
版
の

r
孝
経
」
一
冊
で
あ
り
、
表
紙
見
返
に
「
津
軽
洋
本
古
文
孝
経
一
冊
希
親
と

可
謂
也
(
寛
惇
花
押
)
」
の
寛
惇
氏
の
朱
書
が
あ
る
。
恐
ら
く
在
京
中
に
入

手
し
た
も
の
で
、
氏
の
漢
学
の
素
養
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
沖
縄
関
係
の
三
点
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

1
尚
泰
侯
実
録
　
二
冊
　
東
恩
納
文
庫
シ
瑠

琉
球
王
国
最
後
の
国
王
の
尚
泰
(
一
八
四
三
-
一
九
〇
一
)
　
に
つ
い
て
の

編
年
体
の
記
録
で
、
東
恩
納
寛
惇
氏
の
自
筆
原
稿
で
あ
る
。
青
色
罫
線
を
印

刷
し
た
和
紙
に
毛
筆
で
書
か
れ
、
内
扉
に
「
大
正
三
年
九
月
書
/
故
従
一
位

尚
泰
侯
紀
稿
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
執
筆
の
年
時
が
分
る
。
巻
首
に
「
乱

州
書
屋
」
　
の
朱
方
印
を
押
す
。

r
尚
泰
侯
実
録
」
は
、
東
恩
納
寛
惇
著
と
し
て
大
正
十
三
年
十
二
月
に
東

京
飯
田
町
の
明
光
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
が
、
本
資
料
は
そ
の
原
稿
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
朱
書
で
書
入
れ
た
活
字
指
定
や
「
片
候
名
平
恨
名
ノ
別
原
稿

通
」
　
の
字
句
や
本
文
中
の
朱
書
加
筆
・
字
句
訂
正
等
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
寛
惇
氏
の
筆
跡
で
あ
る
。

こ
の
朱
書
と
は
別
に
、
角
筆
を
以
て
上
欄
外
や
墨
書
字
句
の
上
ぷ
書
入
れ

た
漠
字
句
が
二
冊
の
原
稿
の
所
々
に
散
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
明
治
十
二

年
三
月
二
十
九
日
の
記
事
(
第
二
冊
三
八
六
丁
ウ
ラ
)
は
、
尚
泰
王
が
明
治

政
府
の
首
里
城
引
渡
し
の
命
令
に
従
い
、
久
慶
門
か
ら
出
て
中
城
殿
に
移
っ

た
時
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
(
揮
甑
篭
の
文
字
。
)

是
の
夕
、
侯
、
松
川
平
良
両
夫
人
、
を
始
め
、
子
女
呑
/
族
女
官
等
各
と

「
桜
田
里
加
耶
」
(
角
1
を
出
で
こ
(
朱
訂
)

輿
に
乗
り
、
家
官
士
民
数
百
人
に
護
衛
/
せ
ら
れ
、
久
慶
門
法
叫
中
城
殿

「
■
」
(
朱
訂
)

に
備
ら
る
。

是
の
日
、
(
上
欄
よ
り
こ
の
三
字
に
か
け
て
角
筆
「
具
志
堅
/
〔
臼
」
と
喬
入
れ
)
木
梨
願

令
心
得
布
達
し
て
、
首
里
、
泊
、
久
米
、
那
覇
/
諸
間
切
役
人
並
諸
町
村

役
人
は
廃
藩
に
拘
ら
ず
、
従
前
/
の
通
り
勤
務
す
可
き
事
を
令
し
た
れ
ど

も
、
一
人
も
應
/
ず
る
も
の
な
く
、
諸
役
場
悉
く
閉
鎖
せ
り
。
(
こ
の
行
の

上
欄
に
角
筆
「
叔
母
」
と
あ
り
)

三
十
一
日
、
虚
分
官
随
員
を
率
ゐ
て
入
城
し
、
藩
吏
の
先
/
導
を
以
て
城

聖
朱
嬰
部
を
点
検
し
、
た
る
後
、
益
満
参
謀
大
/
尉
に
引
渡
し
、
分
遣
隊

長
波
多
野
少
佐
兵
を
率
ゐ
て
屯
/
螢
し
、
義
に
、
一
旦
虚
分
の
方
式
を
了

へ
た
り
。

角
筆
の
文
字
は
、
「
久
慶
門
」
の
右
肩
か
ら
右
傍
に
か
け
て
行
間
に
「
臥
塑

(
町
7
)

里
加
耶
」
と
書
か
れ
、
又
「
木
梨
懸
令
心
得
」
　
の
行
の
上
欄
か
ら
行
頭
の

「
是
の
日
」
に
か
け
て
「
具
志
堅
□
□
」
と
書
か
れ
、
又
「
(
應
)
ず
る
も
の

な
く
」
の
上
欄
に
「
叔
母
」
と
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
凹
み
が
墨
書
と
重
な
っ
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て
十
分
に
解
読
し
得
な
い
た
め
、
本
文
中
の
ど
の
字
に
対
応
す
る
の
か
現
段

階
で
は
分
ら
な
い
。
し
か
し
第
一
冊
一
三
〇
丁
オ
モ
テ
の
場
合
は
書
入
れ
の

意
図
が
推
定
で
き
る
。
本
文
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

次
い
/
で
五
月
九
日
、
三
司
官
小
禄
親
方
馬
克
承
職
を
免
せ
ら
/
れ
翌
十

日
隠
居
を
命
せ
ら
る
。
其
の
後
任
は
衆
議
に
/
依
り
て
、
与
瓢
原
親
方
馬

朝
棟
に
任
せ
ら
報
。
」
(
未
訂
)
小
禄
の
/
罪
璃
竪
前
年
座
喜
昧
親
方
後
任
選

挙
の
時
、
薩
患
蔓
棚
や
・
干
渉
を
試
み
し
め
む
と
し
た
り
と
云
ふ

に
在
/
り
。
蓋
、
与
那
原
親
方
は
、
桑
に
市
来
氏
が
目
し
て
座
喜
/
味
の

鎗
輿
賞
と
し
て
授
け
ん
と
し
た
る
人
な
り
。
七
月
/
十
八
日
小
禄
親
方
を

獄
に
下
す
。

角
筆
の
文
字
は
「
罪
状
は
」
の
左
下
の
行
間
に
「
札
撃
と
書
か
れ
、
「
託
」

字
に
重
ね
て
「
汗
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
「
礼
撃
は
或
い
は
「
礼
罪
」
か
と

も
見
ら
れ
、
そ
う
と
す
れ
ば
小
禄
親
方
の
罪
を
正
し
調
べ
る
の
意
と
な
る
。

「
拝
」
は
与
那
原
親
方
を
後
任
に
す
る
こ
と
を
こ
ば
ん
だ
の
意
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
角
筆
の
文
字
は
、
東
恩
納
寛
惇
氏
の
筆
跡
と
見
ら
れ
る
か
ら
、

氏
が
推
敲
な
い
し
は
備
忘
と
し
て
書
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
正
十
一
二
年

の
出
版
で
は
朱
字
加
訂
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
角
筆
の
文
字
は
、
大
正

三
年
の
草
稿
以
後
、
大
正
十
三
年
ま
で
の
間
に
書
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
の
筆
記
用
具
が
何
で
あ
っ
た
か
は
正
確
に
は
特
定
し
得
な
い
が
、
凹

み
の
透
は
、
本
土
に
お
け
る
角
筆
文
献
の
凹
み
と
同
じ
状
況
を
呈
し
て
い
る
。

角
筆
と
す
れ
ば
、
角
筆
が
大
正
三
年
以
降
も
使
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
資
料
と

な
る
。
角
筆
を
使
っ
た
人
物
が
、
東
恩
納
寛
惇
氏
と
し
て
特
定
さ
れ
る
こ
と

に
も
な
る
。

2
陳
暢
園
先
生
童
子
挽
談
　
(
琉
球
版
)
一
冊
　
東
恩
納
文
庫
ト
3

琉
球
版
の
　
r
童
子
摂
談
」
は
、
活
の
陳
庚
換
が
訓
蒙
の
書
と
し
て
撰
述
し

た
も
の
を
、
琉
球
の
豊
平
親
方
の
馬
執
宏
(
豊
平
良
全
)
が
道
光
二
十
四
年

(
甲
辰
、
弘
化
元
年
二
八
四
四
)
　
に
序
を
話
し
、
梅
帯
華
　
(
田
名
宗
経
)

が
手
刻
し
て
尚
元
魯
(
浦
添
朝
貢
)
が
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
半
菓
五
行
、

一
行
十
二
字
で
二
十
七
丁
か
ら
成
り
、
本
文
に
は
送
り
が
な
と
返
り
点
・
合

符
を
も
附
刻
し
て
い
る
。
　
東
恩
納
文
庫
の
一
冊
は
、
巻
頭
に
「
中
城
御
殿
」

の
朱
印
が
押
捺
さ
れ
、
内
題
「
陳
暢
園
先
生
童
子
折
談
」
　
の
下
に
「
乱
州
書

屋
」
の
朱
印
も
押
印
さ
れ
て
あ
る
。
巻
尾
に
東
恩
納
寛
惇
氏
の
書
入
れ
た
朱

書
四
行
の
文
章
と
寛
惇
氏
の
花
押
と
が
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

関
東
大
震
災
後
尚
侯
家
九
段
の
邸
を
燈
し
て
渋
谷
南
平
台
に
遥
ら
れ
し
頃

/
蔵
書
等
も
整
理
せ
ら
れ
L
が
予
も
委
嘱
さ
れ
し
て
應
目
を
通
し
取
合
し

た
り
こ
の
/
本
七
八
部
あ
り
悉
く
反
古
と
共
に
廃
棄
さ
れ
ん
と
せ
L
を
請

う
て
保
存
の
内
/
に
入
れ
て
そ
の
時
記
念
に
一
本
を
御
受
け
た
り
(
寛
惇

花
押
)

尚
泰
王
が
麿
藩
置
県
後
、
明
治
政
府
の
命
に
よ
り
上
京
し
て
居
を
構
え
た
九

段
の
尚
家
屋
敷
に
あ
っ
た
蔵
書
の
中
に
、
こ
の
琉
球
版
が
七
八
部
あ
っ
た
う

ち
か
ら
東
恩
納
寛
惇
氏
が
請
い
受
け
た
一
本
が
こ
の
本
で
あ
る
と
記
し
て
い

る
。
巻
頭
の
朱
印
「
中
城
御
殿
」
は
、
明
治
十
二
年
に
尚
泰
王
が
明
治
政
府

に
首
里
城
を
引
渡
し
た
後
に
移
っ
た
御
殿
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
本
が
尚
王

家
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
そ
の
廃
棄
せ
ん
と
し
た
七
八
部

の
中
の
こ
の
一
本
に
、
幸
い
に
も
角
筆
の
書
入
れ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

角
筆
の
文
字
は
、
字
の
大
き
さ
と
凹
み
の
工
合
か
ら
見
て
二
筆
が
認
め
ら

れ
る
。
第
一
撃
は
太
め
で
本
文
よ
り
大
き
め
の
漢
字
で
あ
り
、
馬
執
宏
の
序

文
(
一
丁
オ
モ
テ
～
三
丁
オ
モ
テ
)
が
終
っ
た
三
丁
ウ
ラ
の
白
紙
部
分
と
二

十
四
丁
オ
モ
テ
3
行
の
上
欄
等
に
習
字
風
に
書
込
ま
れ
て
い
る
。
第
二
筆
は

細
く
小
ぶ
り
の
片
仮
名
で
あ
り
、
全
帖
に
わ
た
っ
て
、
本
文
の
漢
字
の
訓
み

を
書
入
れ
て
い
る
。

第
一
撃
の
う
ち
、
三
丁
ウ
ラ
の
白
紙
部
分
に
書
込
ん
だ
角
筆
の
漢
字
は
、

「
陳
」
を
習
字
し
た
ら
し
い
二
字
(
二
宇
目
は
書
き
さ
し
)
と
　
「
木
」
偏
と

他
に
絵
模
様
が
あ
る
。
「
陳
」
は
、
こ
の
見
開
き
の
左
半
葉
(
四
丁
オ
モ
テ
)
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の
第
一
行
の
内
題
に
「
陳
暢
園
先
生
童
子
摂
談
」

宇
目
の
漢
字
を
見
て
習
書
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

四
丁
オ
モ
テ
3
行
の
上
欄
に
は
、
角
筆
で

レ

掩

ヲ

こ
れ
は
、
こ
の
行
の
本
文
中
に
「
禍
-
至
猶

不レ届
レ　ハ　」

と
あ
る
の
で
、
そ
の
第
一

第
一
筆
の
う
ち
の
、
二
十

の
漢
字
が
書
か
れ
て
い
る
。

ナ

リ

レ慣
」
と
あ
る
　
「
禍
」
　
を

習
書
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
筆
は
、
本
文
の
漢
字
の
訓
み
を
書
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
文
の
漢

字
の
附
刻
仮
名
は
送
仮
名
だ
け
で
あ
る
の
で
、
そ
の
訓
み
の
補
い
を
し
て
い

る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

。
あ
胤
如
マ
ラ
ハ
」
(
角
)
不
レ
可
レ
脱
二
別
-
本
　
(
十
二
丁
オ
モ
テ
)

リ

「

ソ

マ

」

(

舞

)

　

ナ

ラ

。
不
二
珊
妻
　
而
-
巳
一
(
三
十
二
丁
ウ
ラ
)

一
体
こ
れ
ら
の
角
筆
の
文
字
は
誰
が
書
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
本
の

伝
来
事
情
か
ら
見
れ
ば
、
尚
王
家
の
者
か
東
恩
納
寛
惇
氏
か
が
考
え
ら
れ
る

が
、
筆
蹟
は
寛
惇
氏
と
は
異
な
る
。
こ
の
本
を
尚
侯
家
か
ら
請
い
受
け
た
寛

惇
氏
と
し
て
は
、
王
家
伝
来
の
図
書
で
あ
る
だ
け
に
、
自
ら
の
朱
印
を
押
し

加
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
本
文
中
に
浸
り
に
書
入
れ
る
こ
と
は
慎
ん
だ
で

あ
ろ
う
。
ま
し
て
こ
の
童
子
の
訓
豪
書
に
よ
っ
て
漢
字
を
習
っ
た
り
訓
点
を

わ
ざ
わ
ざ
施
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
当
時
、
東
京
府
立
第
一
中
学
校
の
教
諭

で
あ
っ
た
寛
惇
氏
が
為
し
た
行
為
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

し
て
み
る
と
、
尚
王
家
の
者
の
所
為
と
な
る
。
こ
の
琉
球
版
『
童
子
折
談
』

が
刊
行
さ
れ
た
道
光
二
十
四
年
(
一
八
四
四
年
)
は
、
尚
泰
二
歳
で
あ
る
。

尚
泰
は
一
八
四
八
年
に
六
歳
で
琉
球
国
中
山
王
を
継
承
す
る
か
ら
、
尚
泰
の

幼
時
か
、
そ
の
子
か
或
い
は
そ
の
王
家
関
係
者
の
所
為
と
見
る
の
が
自
然
で

あ
ろ
う
。
「
中
城
御
殿
」
の
朱
印
が
.
そ
の
裏
付
け
と
な
る
。

さ
す
れ
ば
、
角
筆
が
琉
球
国
王
尚
家
で
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
資
料
と

な
る
。

3
太
上
感
應
篇
　
一
冊
　
　
東
恩
納
文
庫
カ
5
4

中
国
の
社
会
道
徳
を
説
き
、
道
教
の
経
典
と
さ
れ
る
『
太
上
感
應
篇
」
が
、

沖
縄
に
伝
来
さ
れ
、
そ
の
勧
善
懲
悪
の
趣
旨
に
感
じ
た
喜
舎
場
親
方
盛
元

(
毛
樹
徳
)
が
道
光
二
十
一
年
(
一
八
四
一
、
天
保
十
二
年
)
　
に
、
漢
字
平

仮
名
交
り
文
に
翻
案
し
て
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
盛
元
の
序
か
ら

知
ら
れ
る
。
そ
の
序
文
の
末
尾
に
は
、

道
光
弐
拾
壱
年
辛
巳
初
夏
搭
蔭
癌
翁
毛
樹
徳

重
合
場
親
方
盛
元
謹
而
序
す

と
あ
る
。

こ
の
喜
舎
場
盛
元
が
翻
案
し
て
書
写
し
た
『
太
上
感
應
篇
』
は
当
時
の
沖

縄
の
人
士
に
受
容
さ
れ
た
ら
し
く
、
他
に
も
書
写
本
が
伝
わ
り
、
成
豊
八
年

(
一
八
五
八
)
　
に
は
　
『
太
上
感
應
篇
大
意
」
と
し
て
田
名
宗
経
・
宗
相
が
手

刻
し
、
盛
元
が
琉
球
版
と
し
て
刊
行
し
て
い
る
。

東
恩
納
文
庫
の
一
冊
は
、
袋
綴
装
で
無
界
の
樟
紙
を
用
い
半
葉
八
行
に
漢

字
平
仮
名
交
り
文
(
草
書
体
)
　
で
書
写
し
、
ま
ま
仮
名
墨
書
の
振
仮
名
が
施

さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
表
紙
を
別
に
し
て
三
十
六
丁
よ
り
成
る
。
表
紙
中
央

に
「
感
應
篇
」
　
の
書
名
、
表
紙
左
下
に
「
琴
廣
徳
」
の
署
名
が
、
墨
書
さ
れ

て
い
る
。
奥
書
は
な
い
が
、
こ
の
表
紙
の
書
名
と
署
名
と
は
同
筆
で
あ
る
上

に
、
本
文
の
漢
字
と
も
筆
致
が
相
通
ず
る
の
で
、
こ
の
「
琴
辰
徳
」
が
本
文

を
書
写
し
た
人
物
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
未
勘
で
あ
る
が
士

族
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
本
の
全
冊
に
わ
た
っ
て
角
筆
の
漢
字
と
仮
名
と
が
次
の
よ
う
に
施
さ

れ
て
い
る
。
(
諸
詣
甥
詐
豊
絹
針
欝
聖
霊
附
㌣
「
㌻
(
マ
マ
)

亦
三
台
神
君
と
て
/
至
て
霊
敷
常
ミ
人
之
頭
の
上
に
往
来
あ
れ
て
/
人

亡
の
仕
わ
ろ
ひ
事
を
記
し
(
四
ウ
1
～
3
)

我
か
不
幸
に
逢
ひ
た
る
や
う
む
輿
角
.
野
お
も
ひ
(
角
筆
「
イ
タ
」
の

上
か
ら
墨
書
「
イ
タ
」
を
重
ね
書
)
(
六
ウ
1
)

人
情
に
逆
ひ
/
上
に
準
フ
涙
角
)
、
「
ヘ
ツ
ラ
イ
」
(
嘉
に
人
事
を
求
め
載
り
を
巧

ん
て
ハ
　
(
角
筆
「
ヒ
チ
ラ
イ
」
　
の
上
か
ら
墨
書
「
ヘ
ツ
ラ
イ
」
を
重
ね
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書
)
(
八
オ
7
～
8
)

角
筆
の
漢
字
は
類
音
字
で
あ
り
、
角
筆
の
仮
名
は
片
仮
名
に
平
仮
名
を
交
え

て
、
共
に
本
文
の
漢
字
の
読
み
を
施
し
て
い
る
。
大
部
分
は
角
筆
の
凹
み
文

字
だ
け
で
墨
書
を
重
ね
書
し
な
い
が
、
一
部
に
角
筆
の
凹
み
文
字
の
上
か
ら

墨
書
を
重
ね
書
し
た
所
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
墨
書
が
凹
み
に
は
ま
っ
て
か

す
れ
た
り
墨
汁
が
た
ま
っ
て
黒
ず
ん
だ
り
し
て
い
る
の
で
墨
書
が
角
筆
の
後

イ
一
ノ

か
ら
書
か
れ
た
こ
と
が
分
る
。
角
筆
と
墨
書
が
重
な
っ
た
場
合
、
「
痛
」
　
の

よ
う
に
共
に
同
じ
仮
名
の
こ
と
も
あ
る
が
、
「
請
」
の
訓
の
よ
う
に
、
角
筆

が
「
ヒ
チ
ラ
イ
」
と
す
る
所
を
、
墨
書
は
「
ヘ
ツ
ラ
イ
」
と
し
て
異
な
る
所

が
あ
る
。

こ
の
墨
書
の
「
ヘ
ツ
ラ
イ
」
は
本
土
の
京
阪
地
方
に
お
け
る
当
時
の
規
範

的
な
表
記
に
通
っ
て
い
る
が
、
角
筆
の
「
ヒ
チ
ラ
イ
」
は
、
現
在
の
沖
縄
那

覇
方
言
に
重
ね
合
せ
て
み
る
と
、
当
時
の
沖
縄
那
覇
方
言
を
反
映
し
た
も
の

と
見
ら
れ
る
。

こ
の
　
『
太
上
感
應
篇
」
に
書
入
れ
ら
れ
た
角
筆
の
仮
名
に
つ
い
て
、
こ
の

よ
う
な
沖
縄
那
覇
方
言
に
合
う
例
を
取
り
出
し
て
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

川
オ
段
音
が
り
段
音
に
表
さ
れ
る

「
カ
ル
」
(
角
)

小
善
の
報
ひ
ハ
近
く
大
善
の
報
ひ
ハ
遠
く
近
き
/
報
ひ
ハ
軽
く
遠
き
報

ひ
へ
朝
」
(
角
千
二
ウ
3
～
4
)

子
を
損
し
/
胎
を
堕
し
家
親
上
鋤
に
弓
(
七
ウ
2
～
3
)

タ

ユ

　

を

と

畢
(
角
)
㍍
置
を
勧
む
る
功
徳
に
偽
て
(
十
七
オ
6
)

但
し
「
親
敷
中
を
撃
(
㍍
し
」
(
七
ウ
3
)
が
一
例
あ
る
。

拗
工
段
音
が
イ
段
音
に
表
さ
れ
る

上
に
弼
ラ
涙
角
)
、
「
ヘ
ツ
ラ
イ
J
(
墨
釘
に
人
事
を
求
め
(
八
オ
8
)

「
イ
」
(
角
)
「
d
利
」
(
角
)

陳
錦
衣
　
碧
　
松
と
い
ふ
人
素
よ
り
人
を
済
ひ
物
を
憐
ミ
　
(
十
六
丁

オ
6
行
)

㈱
k
が
母
音
…
の
前
で
破
擦
音
化
し
て
り
と
な
る
こ
と
を
反
映
し
た
表
記

璽
扉
の
呉
大
雅
と
い
ふ
人
子
を
生
か
事
(
十
三
ウ
8
)

㈲
　
ダ
行
子
音
が
ラ
行
子
音
に
変
化
し
た
こ
と
を
反
映
す
る
表
記

新
鮮
　
　
　
　
　
　
「
引
し
(
角
)
カ
ロ

其
の
妻
某
の
虚
に
至
り
子
を
抱
き
帰
る
と
夢
を
見
て
(
十
五
オ
2
)

右
の
川
脚
は
三
母
音
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
榊
は
力
行
子
音
が
イ
段
音
の
場

(
1
)

合
に
破
擦
音
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
中
本
正
智
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の

現
象
は
沖
縄
本
島
の
中
部
と
南
部
の
両
地
域
に
ま
た
が
っ
て
か
な
年
の
勢
力

で
分
布
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
「
琉
球
官
話
集
」
　
に
現
れ
た
近
世
琉
球

語
に
つ
い
て
論
じ
た
中
松
竹
雄
氏
は
、
破
擦
音
化
(
中
松
氏
は
「
口
蓋
化
昔
」

の
用
語
を
使
う
)
が
、
変
化
し
な
い
も
の
と
共
存
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
㈲
は
那
覇
方
言
な
ど
一
部
の
方
言
に
あ
る
と
さ
れ
璽

(
2
)

こ
れ
ら
の
現
象
か
ら
す
る
と
、
角
筆
の
書
入
れ
は
、
沖
縄
本
島
の
中
南
部

方
言
、
特
に
那
覇
方
言
な
ど
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

喜
舎
場
盛
元
が
翻
案
し
て
漢
字
平
仮
名
交
り
文
で
書
写
し
た
本
文
の
表
記

は
、
基
本
的
に
は
本
土
の
当
時
の
京
阪
地
方
で
行
わ
れ
た
表
記
に
適
っ
て
い

る
。
中
に
は
「
誇
り
高
ぶ
る
心
を
戒
ミ
」
「
人
に
恩
を
施
し
物
を
与
ひ
て
」

の
よ
う
な
三
母
音
を
反
映
さ
せ
た
表
記
も
一
部
に
交
え
て
い
る
。
漢
字
に
施

し
た
平
仮
名
の
墨
書
も
、
本
文
と
同
筆
で
あ
る
か
ら
基
本
的
に
は
通
ず
る
。

叫
l
刃
っ
l
l

只
迂
く
世
の
人
を
勧
る
為
の
虚
文
と
見
る
へ
か
ら
す

ヨ
か

篇
中
警
の
語
能
心
を
諌
し
恐
れ
し
む

引
d
J
当
日

禽
島
の
巣
を
覆
し

こ
れ
に
対
し
て
、
漢
字
に
施
し
た
角
筆
が
沖
縄
那
覇
方
言
な
ど
を
直
接
に
反

映
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
、
右
に
掲
げ
た
例
の
通
り
で
あ
る
が
、
角
筆
よ
り
後

か
ら
書
入
れ
た
片
仮
名
の
墨
書
に
は
、
角
筆
の
「
ヒ
ツ
ラ
イ
」
　
に
対
し
て
墨

書
「
ヘ
ツ
ラ
イ
計
と
は
ね
書
き
し
た
よ
う
な
規
範
的
な
表
記
と
共
に
、

子
を
損
し
胎
を
堕
し

刊
l
¶
l
引

ひ
と
の
得
手
の
有
を
押
ひ
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た
・

静
な
る
虚
に
悦
P
l
l
L
く
座
し

'
ユ
ノ
シ
ク

の
よ
う
に
方
言
音
を
反
映
さ
せ
た
も
の
も
あ
る
。

こ
の
角
筆
と
片
仮
名
墨
書
と
は
、
本
文
書
写
よ
り
後
か
ら
書
入
れ
て
い
る

が
、
角
筆
と
片
仮
名
墨
書
と
は
同
筆
と
見
ら
れ
、
漢
字
に
施
し
た
平
仮
名
の

墨
書
と
も
筆
致
が
通
ず
る
の
で
、
本
文
を
書
写
し
た
者
が
、
引
続
き
読
習
の

折
に
書
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
文
を
表
紙
に
署
名
し
て
い
る
「
早
慶
徳
」

が
書
い
た
と
す
れ
ば
、
角
筆
を
使
っ
た
の
も
同
人
の
蓋
然
性
が
高
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
東
恩
納
文
庫
の
　
r
太
上
感
應
篇
」
　
に
書
入
れ
ら
れ

た
角
筆
の
文
字
に
よ
っ
て
、
現
在
の
沖
縄
方
言
を
湖
る
本
島
中
南
部
の
方
言

に
つ
い
て
の
文
献
資
料
が
得
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

三
、
沖
縄
県
公
文
書
館
蔵
の
角
筆
文
献

南
風
原
町
の
沖
縄
県
公
文
書
館
で
は
、
岸
秋
正
文
庫
か
ら
二
点
の
角
筆
文

献
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
岸
秋
正
文
庫
は
、
大
東
楯
業
株
式
会
社
代
表

取
締
役
東
京
連
絡
事
務
所
長
を
務
め
た
故
岸
秋
正
氏
が
約
四
十
年
間
に
わ
た

り
収
集
し
た
琉
球
・
沖
縄
関
係
文
献
で
一
万
一
千
点
に
上
り
、
平
成
九
年
一

T
こ

月
に
沖
縄
県
公
文
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
岸
秋
正
氏
は
御
両
親

が
沖
縄
出
身
で
同
氏
も
沖
縄
と
関
わ
り
が
深
か
っ
た
と
い
う
。

今
回
の
調
査
で
は
、
整
理
・
修
補
中
で
あ
っ
た
が
、
同
館
関
係
者
の
格
別

の
厚
情
に
よ
り
、
特
別
展
の
図
録
附
載
の
「
展
示
資
料
一
覧
」
に
収
め
ら
れ

た
四
四
八
点
の
中
か
ら
約
五
十
点
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
の
中
か
ら
次
に
掲

げ
る
二
点
の
角
筆
文
献
を
見
出
し
た
わ
け
で
あ
る
。
約
五
十
点
の
選
定
に
当
っ

て
は
、
特
別
展
の
資
料
評
価
・
選
定
に
当
ら
れ
た
条
野
川
敦
氏
が
同
道
さ
れ
、

氏
の
教
示
に
よ
る
所
が
大
き
い
。

1
　
稽
古
案
文
集
　
一
冊
　
岸
秋
正
文
庫
K
g
A
(
図
録
番
号
8
4
)

『
稽
古
案
文
集
』
　
の
内
容
は
、
こ
の
資
料
に
添
付
さ
れ
た
調
書
に
よ
る
と
、

「
学
校
所
等
で
の
王
府
の
抱
え
る
諸
問
題
を
題
に
し
た
稽
古
文
案
集
の
写
し
。

文
案
に
添
削
の
跡
が
見
ら
れ
ず
、
ひ
ら
か
な
等
も
練
習
さ
れ
て
い
る
」
と
あ

る
。
こ
の
本
の
撰
者
・
成
立
は
未
詳
で
あ
る
。

岸
秋
正
文
庫
の
一
冊
は
、
袋
綴
菜
で
無
界
の
料
紙
に
半
棄
十
一
行
を
、
漢

字
平
仮
名
交
り
文
(
草
書
体
)
　
で
書
写
し
、
本
文
九
十
二
丁
よ
り
成
る
。
印

記
も
奥
書
も
な
い
が
、
内
表
紙
中
央
に
「
稽
古
案
文
集
」
と
墨
書
し
、
こ
れ

と
同
筆
で
、
同
じ
表
紙
右
端
に
「
同
治
拾
壱
年
壬
申
+
二
月
求
之
」
と
墨
書

し
、
本
文
も
こ
れ
と
同
筆
で
あ
る
か
ら
、
同
治
十
一
年
(
一
八
七
二
年
、
明

治
五
年
)
　
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
外
表
紙
と
そ
の
見
返
左
下
と
に
そ

れ
ぞ
れ
「
知
名
」
　
の
署
名
が
墨
書
さ
れ
、
見
返
に
は
「
知
名
」
と
同
じ
筆
蹟

で
「
一
日
計
有
鶏
鳴
」
に
始
ま
る
三
行
半
二
十
八
字
の
漢
字
文
が
書
か
れ
、

そ
の
中
に
「
今
年
十
五
歳
」
「
欲
出
君
天
顔
」
等
と
あ
る
。
他
に
も
　
「
青
春

重
不
来
一
日
再
/
難
晨
/
及
時
常
勤
励
歳
月
不
/
待
人
/
春
月
中
旬
」
と
も

記
す
。
本
文
と
は
別
筆
と
見
ら
れ
る
。
又
、
三
丁
ウ
ラ
左
下
に
は
「
尋
一

知
名
定
周
」
　
の
署
名
が
鉛
筆
書
さ
れ
て
い
る
。

(
マ
マ
)

角
筆
の
書
入
れ
は
、
「
加
教
戒
候
事
」
が
「
汝
等
門
弟
平
常
可
改
覚
語
儀

申
入
候
間
得
度
可
承
侯
」
に
始
ま
り
、
そ
れ
に
続
く
条
項
の
文
章
に
認
め
ら

れ
た
。
こ
の
条
文
の
全
文
を
次
に
掲
げ
る
。

其
方
事
知
識
を
高
ふ
り
人
之
不
能
を
欺
き
且
同
席
中
/
書
物
之
計
論

も
自
分
之
見
付
二
固
滞
塙
配
討
鉢
相
見
得
/
依
之
藍
抑
㌃
程
申
示
候
間

断
麒
可
承
候
さ
て
為
学
士
者
ハ
/
礼
讃
謙
退
し
て
柳
も
軽
薄
之
挙
動
無

之
経
博
之
/
趣
意
探
被
守
候
儀
専
要
之
事
こ
而
其
憤
無
之
者
ハ
何
程
/

知
識
有
之
侯
而
も
無
甲
斐
勿
論
我
満
之
心
を
別
事
ミ
/
臥
馳
翌
日
く
習

ひ
願
様
無
之
侯
而
ハ
萬
事
自
得
難
成
/
夫
故
先
哲
之
聖
一
撃
も
能
を
以

不
能
二
間
ひ
多
を
以
寡
こ
/
間
彪
被
仰
置
且
又
経
侍
は
訪
票
が
無

窮
之
/
理
を
撃
嵐
)
(
上
欄
「
見
申
」
(
角
)
)
事
こ
而
容
易
こ
焚
待
難
成

事
候
得
者
/
少
も
等
閑
二
不
相
見
得
同
席
中
計
論
之
節
ハ
他
人
/
之
見
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沖
縄
県
公
文
書
館
岸
秋
正
文
庫
r
稽
古
案
文
集
」
角
筆
の
仮
名
が
写
真
二
行
R
U
「
閉
」
の
右
傍
「
ト
」
、
三
行
目
「
格
」
の
右
傍
「
カ
タ
」
、
四
行
目
「
究
ミ
」

の
右
傍
「
チ
ハ
メ
」
、
六
行
目
日
の
「
鎖
細
」
の
右
傍
「
サ
、
ン
ク
」
と
あ
る
。
又
、
「
究
ミ
」
の
上
欄
に
角
筆
の
漢
字
「
見
申
」
と
あ
る
。
[
富
沢
康
和
氏
撮
影
]



付
も
反
乱
針
重
症
と
工
夫
を
尽
し
頂
彪
義
理
雷
然
/
之
所
江
見
入
候

様
無
之
侯
而
不
叶
事
候
処
彼
是
之
勘
弁
/
無
之

(
注
)
「
習
ひ
侯
」
　
の
左
傍
に
角
筆
文
字
二
字
か
三
字
あ
る
が
未
解
読
。

右
の
よ
う
に
、
墨
書
本
文
の
漢
字
に
つ
い
て
、
そ
の
読
み
を
右
傍
に
角
筆

の
片
仮
名
で
書
入
れ
て
い
る
。
他
に
上
欄
に
角
筆
の
漢
字
句
の
書
入
れ
も
あ

る
。
墨
書
の
振
仮
名
は
見
ら
れ
な
い
。
(
前
頁
写
真
参
照
)

こ
の
角
筆
の
片
仮
名
も
、
沖
縄
本
島
の
中
南
部
の
方
言
を
反
映
し
て
い
る
。

㈱
k
が
母
音
1
の
前
で
破
擦
音
化
し
て
り
と
な
る
こ
と
を
反
映
し
た
表
記

無
窮
之
理
を
朝
川
彗

㈲
g
が
母
音
…
の
前
で
破
擦
音
化
し
て
鵡
と
な
る
こ
と
を
反
映
し
た
表
記

経
侍
は
為
喝
蔓
角
)
字
を
以

㈲
は
、
東
恩
納
文
庫
の
r
太
上
感
應
逆
の
刷
の
璋
(
㌦
」
と
同
じ
事
象

で
、
現
代
語
方
言
で
沖
縄
本
島
の
中
部
・
南
部
に
ま
た
が
っ
て
分
布
す
る
の

に
通
ず
る
。
㈲
も
北
沖
縄
と
共
に
南
沖
縄
に
見
ら
れ
右
。
尚
、
刷
の
　
「
究
ミ

に
施
し
た
角
筆
の
「
チ
ハ
メ
」
　
の
「
メ
」
は
、
エ
段
の
仮
名
を
用
い
て
い
る

が
、
こ
の
方
言
で
は
エ
段
音
が
イ
段
音
に
発
音
さ
れ
る
か
ら
、
エ
段
の
仮
名

も
イ
段
音
を
表
す
も
の
と
し
て
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
(
後
述
の
1
2
頁
参
照
)
。

こ
の
上
欄
に
角
筆
で
「
見
申
」
と
書
入
れ
て
い
る
の
は
「
究
ミ
申
」
　
の
読
み

を
発
音
に
忠
実
に
す
べ
く
書
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

角
筆
の
仮
名
は
、
右
の
他
に
左
の
よ
う
に
あ
る
。

間
反
致
聖
餐
好
と
工
夫
を
尽
し

㈱
事
と
臥
聖
角
『

間
の
「
サ
、
ン
ク
」
は
、
本
文
「
鎖
[
頸
】
細
と
」
(
こ
ま
ご
ま
と
の
意
)
　
の

読
み
を
示
し
て
い
る
が
、
未
勘
で
あ
る
。
又
、
㈱
の
「
ト
」
は
、
「
間
ひ
」

の
語
幹
を
付
訓
し
た
も
の
で
、
オ
段
の
仮
名
を
用
い
て
い
る
。
東
恩
納
文
庫

の
「
太
上
感
應
篇
J
に
も
「
撃
〈
角
㌃
し
」
が
あ
っ
た
。
こ
の
方
言
で
、
オ

段
昔
が
り
段
音
に
発
音
さ
れ
る
か
ら
、
オ
段
の
仮
名
も
ウ
段
の
音
を
表
す
も

の
と
し
て
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
(
後
述
の
1
3
頁
参
照
)
。

こ
の
稽
古
案
文
集
に
書
入
れ
ら
れ
た
角
筆
の
仮
名
は
、
右
掲
の
条
項
の
次

の
条
項
に
も
一
部
見
ら
れ
る
が
、
本
文
全
文
に
わ
た
っ
て
は
い
な
い
。
何
故

に
こ
の
箇
所
だ
け
に
書
入
れ
た
の
か
は
良
く
分
ら
な
い
。
又
、
書
入
れ
た
人

物
や
年
時
も
未
詳
で
あ
る
が
、
表
紙
に
墨
書
さ
れ
た
「
知
名
」
　
「
十
五
歳
」

や
三
丁
ウ
ラ
に
鉛
筆
で
書
い
た
「
尋
一
知
名
定
周
」
に
よ
る
と
、
こ
の
家

に
受
け
伝
え
ら
れ
た
ら
し
く
、
角
筆
は
鉛
筆
書
以
前
に
当
家
で
使
わ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

2
、
琉
球
人
来
聴
容
貌
説
一
冊
　
岸
秋
正
文
庫
(
図
録
番
号
1
2
)

嘉
永
三
年
二
八
五
〇
)
近
藤
秀
胤
書
写
。
袋
綴
装
、
本
文
四
丁
。
内
表

紙
に
「
琉
球
人
来
聴
容
貌
説
」
と
外
題
を
書
き
、
一
丁
オ
モ
テ
か
ら
二
丁
ウ

ラ
に
わ
た
っ
て
本
書
執
筆
の
由
来
を
誌
す
。
即
ち
、
嘉
永
三
年
十
月
に
始
め

て
琉
球
人
が
来
聴
し
た
の
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
相
記
す
と
し
て
、
そ

の
容
貌
・
服
装
二
言
語
及
び
使
者
の
人
名
(
墨
書
片
仮
名
で
読
み
を
施
す
)

等
を
掲
げ
、
次
い
で
「
琉
球
国
来
聴
軽
人
容
貌
」
「
同
無
冠
之
図
」
「
同
楽
童

子
、
同
軽
人
」
「
同
王
子
輿
」
　
の
四
図
を
毎
葉
一
図
ず
つ
彩
色
画
で
措
い
て

い
る
。
こ
れ
を
調
査
し
た
吉
沢
氏
は
そ
の
人
物
の
輸
廊
に
角
筆
の
下
書
線
が

あ
る
ら
し
い
が
、
一
部
を
除
き
明
ら
か
で
な
い
と
さ
れ
る
。
後
表
紙
見
返
に

「
尾
乾
蒔
/
近
藤
秀
胤
記
(
朱
印
)
」
の
墨
書
が
あ
る
。

彩
色
画
の
輪
廓
に
角
筆
で
下
書
線
を
書
く
こ
と
は
、
本
土
で
は
広
島
県
三

原
市
御
調
八
幡
宮
と
山
口
県
宇
部
市
恒
石
八
幡
宮
と
に
そ
れ
ぞ
れ
伝
来
す
る

(
6
)

「
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
絵
巻
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

四
、
八
重
山
博
物
館
蔵
の
角
筆
文
献

沖
縄
県
に
お
け
る
角
筆
文
献
調
査
の
後
半
は
、
石
垣
島
に
飛
ん
で
、
八
重

山
博
物
館
に
移
っ
た
。
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
に
は
、
館
収
蔵
書
の
他
に
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石
増
市
立
八
重
山
博
物
館
豊
川
安
全
家
文
書
r
孟
子
集
註
」
の
仮
表
紙
に
流
用
さ
れ
た
手
紙
。
角
筆
で
下
書
き
し
て
い
る
。

今
夜
墾
謹
磨
く
候
儀
此
段
御
/
生
被
下
度
く
侯

[
吉
沢
康
和
氏
撮
影
]
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島
内
等
の
旧
家
か
ら
寄
贈
・
寄
託
さ
れ
た
古
典
籍
・
古
文
書
が
多
数
収
納
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
今
回
は
、
高
津
孝
・
発
野
川
敦
氏
編
の
前
掲
「
琉

球
関
係
漢
籍
調
査
日
録
」
に
掲
げ
ら
れ
た
三
十
二
点
の
湊
籍
に
つ
い
て
調
査

さ
せ
て
頂
い
た
。
そ
の
結
果
、
先
掲
の
一
覧
に
示
し
た
よ
う
に
、
計
十
点
の

角
筆
文
献
を
見
出
し
、
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
中
か
ら
、
角
筆
文

献
と
し
て
興
味
あ
る
「
孟
子
集
註
」
を
主
に
取
り
上
げ
て
、
こ
こ
に
紹
介
す

る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
は
、
第
一
に
欠
失
し
た
表
紙
の
代
り
に
、
手
紙
の
下

書
を
角
筆
で
書
い
た
厚
手
の
白
紙
を
流
用
し
て
付
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に

本
文
中
に
書
入
れ
た
角
筆
文
字
が
多
量
で
あ
る
こ
と
と
、
凹
み
の
読
み
易
さ

と
、
保
存
状
態
等
が
他
の
九
点
よ
り
良
好
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
、
第
三
に

角
筆
文
字
の
用
例
を
比
較
的
多
く
採
録
し
得
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、

発
見
者
の
西
村
浩
子
氏
が
先
ず
当
り
、
次
い
で
筆
者
が
確
認
・
補
加
を
行
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、
同
氏
の
力
に
負
う
所
が
大
き
い
。

用
孟
子
集
註
巻
四
・
巻
五
一
冊
　
八
重
山
博
物
館
・
そ
の
他
2
　
豊
川
安

全
家
文
書

近
世
刊
行
の
四
書
車
句
集
註
(
宋
朱
蕪
揆
)
の
中
の
孟
子
巻
四
・
巻
五
の

一
冊
が
伝
存
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
葉
九
行
、
一
行
十
七
字
で
、
漢
文
本
文

に
は
訓
点
が
附
刻
さ
れ
て
い
る
。
袋
綴
菜
の
原
表
紙
は
欠
失
し
、
本
文
は
内

題
「
孟
子
巻
之
四
　
朱
薫
桒
註
」
か
ら
始
ま
り
、
巻
四
が
三
十
二
丁
、
次
い

で
巻
五
が
三
十
丁
あ
っ
て
、
尾
題
「
孟
子
巻
之
五
終
」
に
至
る
。
巻
四
の
末



尾
半
葉
に
人
物
国
と
「
文
昌
君
像
」
「
後
学
余
象
珍
賛
」
等
の
字
句
が
附
刻

さ
れ
、
巻
五
の
末
尾
半
葉
に
も
人
物
園
と
「
余
明
重
刻
行
」
等
の
字
句
が
附

刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
冊
に
は
本
邦
で
の
列
記
は
な
い
。
内
題
の
「
孟
子
巻

之
四
」
の
下
に
黒
丸
印
が
押
捺
さ
れ
て
い
る
が
擦
消
さ
れ
て
い
て
解
読
で
き

な
い
。巻

五
の
十
四
丁
の
版
心
の
下
部
に
「
善
房
」
　
の
墨
書
が
書
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
末
尾
の
料
紙
(
現
状
は
後
表
紙
と
な
っ
て
い
る
)
　
に
も
「
大
濱
宮
良

善
房
」
が
、
「
宮
良
仁
屋
」
「
良
仁
屋
信
人
」
「
長
興
氏
(
墨
消
)
」
　
「
干
氏
」

「
孟
子
」
等
の
習
書
風
の
墨
書
と
共
に
書
か
れ
、
そ
の
見
返
に
も
　
「
豊
川
仁

尾
」
等
の
墨
書
が
習
書
風
に
書
か
れ
て
い
る
。
又
、
巻
四
末
尾
の
「
文
昌
君

像
」
と
人
物
図
を
附
刻
し
た
半
葉
の
上
部
に
も
「
宮
氏
長
男
/
正
秀
」
　
の
墨

書
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
「
宮
氏
」
が
「
官
良
氏
」
の
省
記
と
す
れ
ば
、

「
長
男
正
秀
」
は
「
宮
良
善
房
」
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
が
、
黒
鳥
為
一

館
長
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
名
乗
頭
字
は
血
縁
関
係
で
は
同
字
を
用
い
る
の
で
、

長
男
と
す
れ
ば
童
名
か
養
子
先
の
名
の
こ
と
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
由
で
あ

る
。
「
大
濱
」
は
石
垣
島
の
地
名
で
あ
る
。

墨
書
の
片
仮
名
が
ご
く
稀
に
下
欄
等
に
書
込
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
巻
五

の
十
四
丁
の
版
心
に
「
善
房
」
の
墨
書
の
書
か
れ
た
そ
の
直
前
の
行
(
十
四

丁
オ
モ
テ
の
9
行
目
)
　
の
下
欄
に
「
ヤ
ク
」
の
墨
書
が
あ
る
。
こ
れ
は
同
じ

行
の
本
文
中
の
「
陀
」
の
読
み
を
欄
外
に
施
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
筆

致
が
「
善
房
」
と
同
筆
で
あ
る
の
で
、
宮
良
善
房
は
、
こ
の
本
の
所
持
者
で

あ
り
、
本
文
を
読
み
そ
の
仮
名
を
書
入
れ
た
人
物
と
見
ら
れ
る
。
「
長
男
正

秀
」
が
「
善
房
」
と
関
係
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
本
は
宮
良
善
房
の
手
沢
と

し
て
善
房
の
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
本
の
全
冊
に
わ
た
っ
て
角
筆
の
漢
字
と
仮
名
と
が
書
入
れ
ら
れ
て
い

る
と
共
に
、
欠
失
し
た
前
表
紙
の
代
り
に
付
け
た
厚
手
の
料
紙
に
も
角
筆
に

よ
る
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
の
手
紙
の
下
書
き
と
見
ら
れ
る
字
句
が
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
先
ず
爛
れ
る
こ
と
に
す
る
。

H
仮
表
紙
の
角
筆
文
字

欠
失
し
た
前
表
紙
の
代
り
に
流
用
し
た
の
は
、
厚
手
の
白
紙
を
二
つ
折
に

し
て
綴
じ
付
け
た
も
の
で
、
そ
の
見
返
に
該
当
す
る
半
葉
に
、
角
筆
で
次
の

漢
字
平
仮
名
交
り
文
が
、
や
や
大
き
目
の
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。
(
前
頁
写

真
参
照
)今

夜
翳
び
)

(た)度
く
候
儀
此
段
御

生
被
下
度
く
候

(
こ
の
間
に
角
筆
の
「
八
と
」
な
ど
あ
り
)

(
ゥ
)

度
度
　
　
口
儀

奉
存
り
候
儀

角
筆
の
凹
み
文
字
だ
け
で
墨
書
は
全
く
な
い
の
で
、
一
見
は
白
紙
に
映
る
。

文
章
中
の
　
「
御
生
」
と
は
　
「
琉
球
官
生
」
を
指
す
(
西
村
氏
解
読
)
。
琉
球

官
生
は
、
琉
球
に
帰
化
し
た
中
国
人
の
居
留
区
で
あ
る
久
米
村
に
設
置
さ
れ

た
教
育
機
関
の
明
倫
堂
で
学
ん
だ
者
の
中
か
ら
中
国
に
留
学
生
と
し
て
派
遣

さ
れ
た
人
材
を
い
う
と
さ
れ
る
。
こ
の
角
筆
の
文
章
の
意
味
は
、
〝
今
夜
学

問
を
し
た
い
の
で
官
生
を
遣
下
し
て
頂
き
た
い
二
云
々
で
あ
り
、
そ
の
上
司

又
は
役
所
に
願
い
出
た
手
紙
の
体
裁
を
持
ち
、
「
度
度
」
　
の
習
書
や
角
筆
書

と
い
う
点
か
ら
見
て
そ
の
下
書
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
は
分
ら
な
い
が
、
末

尾
の
料
紙
に
習
書
風
に
書
き
散
ら
さ
れ
た
中
の
「
奉
存
」
と
字
形
・
筆
遣
い

が
酷
似
す
る
の
で
、
宮
良
仁
屋
善
房
の
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
孟
子

集
註
の
訓
読
と
直
接
関
係
が
あ
る
の
か
ど
う
か
は
断
定
す
る
こ
と
が
出
来
な

、4　0
-
∨日

「
孟
子
集
註
」
の
本
文
中
に
角
筆
で
書
入
れ
ら
れ
た
文
字

本
文
に
は
全
冊
に
わ
た
っ
て
角
筆
の
片
仮
名
と
稀
に
漢
字
と
が
、
次
の
よ
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う
に
詳
し
く
施
さ
れ
て
い
る
。
(
鵠
刷
触
鵠
配
の
監
軍
恕
諾
巌
謳
)

レ
八
ナ
リ
ラ
ン
コ
ト
ヲ

知
二
(
略
)
不
一
レ
得
レ
妻
也
(
巻
五
、
三
オ
4
)

ノ
「
タ
、
姫
」
(
軍
上
棟
)
ノ

今
有
二
同
-
室
之
l
入
関
t
者
一
(
巻
四
、
三
十
ウ
9
)

肇
拒
之
l
事
l

君
事
也
(
巻
四
、
二
十
六
ウ
2
)

ハ
ノ
ナ
リ

ル
ト
キ
ハ
「
ヲl
H
J
H
」
(
角
)
ス
ス
ヲ

在
レ
弟
別
封
レ
之
(
巻
五
、
五
オ
4
)

右
の
よ
う
に
、
本
文
の
漢
字
に
つ
い
て
、
そ
の
読
み
を
施
し
、
附
刻
の
仮
名

が
テ
ニ
ヲ
ハ
本
位
で
あ
る
の
を
補
っ
て
い
る
。
そ
の
読
み
に
は
「
め
と
る

(
賢
)
」
を
「
ミ
ト
ル
」
、
「
も
の
(
者
)
」
を
「
ム
ノ
」
、
「
き
ょ
う
(
今
日
)
」

を
「
キ
フ
」
の
よ
う
に
八
重
山
方
言
を
反
映
し
、
又
、
「
お
と
う
と
(
弟
)
」

を
「
ヲ
ト
、
」
と
す
る
よ
う
な
古
語
が
見
ら
れ
る
。
以
下
に
、
こ
の
よ
う
な

事
象
を
整
理
し
て
示
す
。

川
工
段
音
が
イ
蓋
滑
繕
さ
れ
る

シ
テ
シ
テ
シ
カ
リ
ヌ

。
計
l
反
而
忠
-
臭
(
上
欄
「
マ
ミ
ヤ
カ
」
石
)
)
(
巻
四
、
二
十
八
ウ

9
)

「
ナ
ン
ノ
タ
ミ
」
(
角
)

ソ
ヤ
何
-
為
也
哉
(
上
欄
「
ナ
ン
ノ
タ
ミ
」
(
角
)
)
(
巻
五
、
二
十
七
ウ

5
)

妻
(
巻
五
、
三
オ
4
)
贅
聖
書
(
巻
五
、
二
十
五
オ
2
)

聖
賢
(
巻
輿
十
五
オ
6
)

。
不
l
率
(
角
)
(
上
欄
「
キ
ッ
」
(
角
)
〓
巻
四
・
二
十
六
ウ
7
)

ノ去
レ
其
-
籍
(
巻
五
、
十
八
ウ
8
)

「
シ
キ
ヲ
=
角
〉
r
キ
〓
角
;
'

葬
礼
於
墾
角
=
畢
弊
之
忘
-
(
巻
四
、
二
十
五
ウ
6
)

和
語
∵
字
音
語
と
も
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
現
代
語
の
八
重
山
方
言
の
エ
段

(
7
)

の
母
音
が
1
で
あ
る
こ
と
に
通
ず
る
。

一
方
、
イ
段
音
を
エ
段
の
仮
名
で
表
し
た
例
が
あ
る
。

南
軌
之
毎
空
角
)
。
(
巻
五
、
九
オ
5
)

畢
撃
角
〉
(
巻
四
、
三
十
オ
l
)
　
畢
禦
密
四
、
六
ウ
5
)

エ
段
昔
が
イ
段
音
と
同
音
で
あ
る
た
め
に
、
エ
段
の
仮
名
も
イ
段
音
を
表
す

も
の
と
し
て
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

㈱
中
舌
母
音
H
l
の
反
映
を
表
す

喝
顛
角
)
ノ
畢
輿
靂
四
、
六
ウ
5
)

画
角
)
急
巻
四
、
四
ウ
4
)
、
「
靂
黛
巻
五
、
二
十
七
ウ
3
)
と
共
に
、

川
の
事
象
と
も
見
ら
れ
る
が
、

司
(
角
)
棟
之
璧
(
巻
五
・
十
六
オ
2
)

の
「
ス
イ
」
雲
李
と
未
詳
等
い
る
の
は
、
現
代
語
の
八
重
山
方
言

の
イ
段
音
が
中
舌
母
音
i
で
あ
る
の
に
通
ず
る
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

㈱
オ
段
音
が
り
段
音
に
表
さ
れ
る

・
粗
忽
「
ハ
(
巻
四
、
十
五
ウ
8
)
　
〈
1

間
　
者
(
巻
四
、
三
十
ウ
9
)
「
輿
:
餐
角
)
(
巻
四
、
三
十
二
オ
8
)

「
7
タ
」
(
角
一

・
魯
　
之
春
秋
(
巻
四
、
二
十
四
ウ
1
)
　
牧
　
仲
(
巻
五
、
二
十
ウ
9
)

「

ル

J

(

角

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〈

9

)

こ
れ
も
現
代
語
の
八
重
山
方
言
の
オ
段
音
が
u
で
あ
る
の
に
通
ず
る
。
但
し
、
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オ
段
の
仮
名
で
表
記
さ
れ
た
も
の
が
遥
か
に
多
い
。

0
撃
(
角
百
四
、
十
五
ウ
8
)
疇
ム
」
〈
君
四
、
十
九
ウ
6

蔽テ
'~.・.・.クH.`'.・

鶴　　舞

巻巻7

四
、
二
十
二
オ
6
)
　
導
i
)
(
巻
四
、
二
十
六
オ
2
)
　
塀
聖
禽
㌻

【
ヲ
ト
こ
(
角
)

四
、
三
十
一
オ
6
)
　
弟
　
　
(
巷
五
、
五
オ
4
)

↓
彗
角
〉
(
巻
四
、
十
二
ウ
9
)
　
琴
j
巻
四
、
十
五
ウ
5
)
　
衝
動

(
巻
四
、
十
八
オ
4
)
璧
宕
四
、
十
誇
招

二
オ
6
)
嘩
{
角
)
(
巻
四
・
十
六
オ
l
)
　
里

畢
(
角
百
五
、
十

巻
四
、
十
九
ウ
6
)

輿
角
百
四
、
二
十
一
ウ
8
)
　
欝
夢
五
、
十
三
ウ
4
)
「
輿
角
)
ル

(
巻
四
、
三
十
二
ウ
5
)
　
齢
撃
ち
(
巻
五
、
十
三
ウ
7
)

一
方
、
ウ
段
音
を
オ
段
の
仮
名
で
表
し
た
、



恩可

角

ヒ

巻
四

十
五
オ
5
)

r
ヨ
ウ
ヨ
ウ
」

軍
産
(
巻
五
、
四
オ
8
)
　
由
由
然
(
巻
五
、
十
六
ウ
9
)

が
あ
る
の
に
よ
る
と
、
オ
段
音
が
イ
段
昔
と
同
音
で
あ
る
た
め
に
、
オ
段
昔

の
仮
名
も
ウ
段
昔
を
表
す
も
の
と
し
て
用
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
或
い

は
オ
段
音
が
り
段
昔
に
推
移
す
る
過
程
を
示
す
も
の
か
。

㈹
　
a
u
連
母
音
が
融
合
し
な
い
こ
と
を
表
す

子
撃
ペ
巻
四
、
十
五
オ
8
‥
十
五
ウ
7
)
　
酎
彗
百
四
・
十
九
ウ
4
)

「
カ
ウ
」
(
角
)

清
　
治
(
巻
四
、
二
十
二
ウ
5
)

但
し
、
開
合
を
誤
っ
て
認
識
し
た
例
も
、

耶
哩
蓉
四
、
十
二
ウ
9
)
註
(
角
}
(
巻
四
、
十
九
オ
3
)

の
よ
う
に
あ
る
が
、
ア
段
の
仮
名
に
ク
を
付
け
て
表
さ
れ
、
現
代
語
の
八
重

(
1
0
)

山
方
言
で
は
連
母
音
a
u
が
融
合
し
な
い
と
さ
れ
る
の
に
合
っ
て
い
る
。

㈲
オ
段
拗
長
音
が
ウ
段
拗
長
音
に
発
音
さ
れ
た
こ
と
を
表
す

窄
離
之
-
事
声
事
也
(
巻
四
、
二
十
六
ウ
2
)

ハ

ノ

　

ナ

リ

こ
れ
は
和
語
の
場
合
で
あ
り
、
字
音
語
に
も
次
の
例
が
あ
る
。

楽
顛
(
角
)
裏
断
機
〉
其
三
人
(
巻
五
、
二
十
ウ
9
)

聖
凱
璽
嘉
四
、
三
十
一
オ
6
)

右
師
街
撃

乱
之
乗

欝
巻
四

二
十
七
ウ
9
)

二
十
四
ウ
1
)

-
「
チ
ウ
」
(
角
)

国
立
国
語
研
究
所
編
百
本
言
語
地
図
」
の
「
2
8
0
き
ょ
う
(
今
日
)
t
O
d
a
y
」

に
よ
る
と
、
沖
縄
本
島
中
・
南
部
が
c
y
u
u
-
石
垣
島
は
c
u
u
と
報
告
さ
れ

て
い
る
。
「
今
日
」
に
施
し
た
「
キ
フ
」
は
こ
れ
に
対
応
し
て
い
る
。
尚
、

-H-

k
i
の
昔
は
沖
縄
本
島
中
・
南
部
で
は
破
擦
音
化
し
て
い
な
い
と
さ
れ
る
の
に

「
判
フ
」
の
表
記
は
合
っ
て
い
る
。

又
、
右
掲
例
の
他
に
要
ご
巻
四
、
二
十
六
ウ
3
)
、
「
¶
彗
(
巻
四
、

二
十
四
オ
5
)
、
「
塞
(
巻
五
、
二
十
オ
3
)
が
あ
る
が
、
エ
段
音
が
イ

段
音
と
同
音
で
あ
る
た
め
に
、
エ
段
の
仮
名
を
イ
段
昔
を
表
す
も
の
と
し
て

用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

㈲
半
母
音
W
が
軟
口
蓋
音
と
結
び
つ
い
て
合
拗
音
を
保
っ
て
い
る
こ
と
を

表
す

ノ

　

ハ

ス

　

「

タ

ハ

ン

」

(

角

)

其
-
事
則
斉
桓
　
晋
文
(
巻
四
、
二
十
四
ウ
5
)

「
ク
ハ
ン
二
角
フ

皆
輿
レ
塵
　
　
言
(
巻
四
、
二
十
八
オ
3
)

現
代
語
の
八
重
山
方
言
で
は
半
母
音
が
軟
口
蓋
の
特
定
子
音
と
結
び
つ
い
て

(
1
2
)

[
k
j
a
〓
k
w
a
]
の
よ
う
な
音
節
を
構
成
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
と
さ
れ
る

の
に
通
ず
る
。

間
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
連
用
形
の
音
便
が
促
音
便
を
表
す

ス
　
　
シ
　
「
イ
ツ
」
(
角
)
ソ
　
フ
ト

則
可
レ
謂
レ
　
養
(
巻
四
、
十
二
ウ
9
)

善
房
が
書
入
れ
た
墨
書
仮
名
に
も
、
次
の
よ
う
に
促
音
便
が
現
れ
て
い
る
。

郡
当
」
(
芋
ア
キ
鮎
(
巻
四
、
十
ウ
2
)

㈱
「
シ
ユ
」
壕
「
シ
」
と
発
音
し
た
こ
と
を
表
す

臥
勢
牟
鞄
角
)
(
巻
四
、
二
十
三
ウ
3
)

有
レ
輿
ヂ
軋
-
日
(
巻
四
、
七
ウ
3
)

㈱
古
語
の
残
存「

ノ
タ
バ
ク
」
(
角
)
ノ
　
ル
ニ
ヤ
　
　
テ
シ
　
　
ヲ
　
ノ
「
セ
ツ
」
(
角
)
ス
ル
ニ
ヤ
　
　
テ
ス
レ
ハ
　
ヲ

[
ノ
タ
バ
ク
]
　
日
　
　
其
交
・
也
以
レ
道
其
接
　
　
　
也
以
レ
穏
　
(
巻

五
、
二
十
一
ウ
3
)

「
の
た
ぱ
く
」
は
、
万
葉
集
の
家
持
の
歌
に
、

涙
重
り
嘆
き
司
(
乃
多
婆
久
)
(
巻
二
十
・
四
四
〇
八
)

と
あ
り
、
平
安
時
代
以
後
は
漢
籍
の
訓
読
語
と
し
て
「
ノ
夕
刊
バ
ク
」
「
ノ
夕

刊
マ
ク
」
と
昔
変
化
し
て
伝
え
ら
れ
、
「
ノ
タ
バ
ク
」
の
語
形
は
僅
か
に
史

記
呂
后
本
紀
延
久
五
年
点
・
書
陵
部
蔵
檀
記
巻
十
七
宣
賢
点
に
残
る
に
過
ぎ

(
1
3
)

な
い
。
仏
書
で
は
「
イ
バ
ク
」
「
ノ
タ
マ
バ
ク
」
が
一
般
的
で
、
近
世
の
漢

籍
訓
読
で
も
「
イ
バ
ク
」
「
ノ
タ
マ
バ
ク
」
が
用
い
ら
れ
て
い
璽
八
重
山

諸
島
に
お
け
る
漢
籍
の
訓
読
が
何
処
か
ら
ど
の
よ
う
な
径
路
で
伝
わ
っ
た
か
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只
今
の
所
不
案
内
で
あ
る
が
、
近
世
の
木
版
本
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
本
土
の
古
点
本
の
一
部
に
僅
か
に
残
っ
た
訓
が
本
土
か
ら
伝
わ
っ

た
と
は
考
え
難
い
。
八
重
山
に
残
り
伝
わ
っ
た
古
語
が
訓
読
に
現
れ
た
と
す

る
方
が
穏
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と
す
る
と
、
万
葉
語
の
残
存
と
い
う
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

[
カ
、
フ
ル
]
郷
-
臥
机
紅
-
乱
撃
肇
「
撃
粒
ア
梅
断
レ
ム
則
-
臥
ル
ナ
リ

「
カ

也
(
巻
四
、
三
十
オ
1
～
2
)

ル
」
(
角
)
　
「
エ
イ
」
(
角
)

「
カ
、
フ
ル
」
と
見
え
た
が
権
か
で
は
な
い
。
「
カ
、
フ
ル
」
と
す
れ
ば
、

万
葉
集
を
始
め
と
し
て
奈
良
時
代
の
文
献
に
見
ら
れ
、
平
安
初
期
の
訓
点
に

も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
京
都
語
で
は
後
に
「
カ
ウ
ブ
リ
」
　
「
カ
プ
リ
」
　
に
転

じ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。

ル
ト
キ
ハ
　
「
ヲ
ト
・
」
(
角
)
　
ス
　
ス
　
　
ヲ

[
オ
ト
、
]
在
レ
　
弟
　
　
別
封
レ
之
(
巻
五
、
五
オ
4
)

「
お
と
う
と
(
お
と
ひ
と
)
」
か
ら
音
変
化
し
た
「
お
と
と
」
　
は
平
安
時

代
以
降
の
諸
文
献
に
見
ら
れ
る
が
、
現
代
共
通
語
と
し
て
は
単
独
で
は
「
お

と
う
と
」
が
用
い
ら
れ
る
。
但
し
現
代
語
方
言
で
は
、
『
現
代
日
本
語
方
言

大
辞
典
」
に
よ
る
と
、
中
部
・
近
幾
・
島
根
・
九
州
(
福
江
・
熊
本
・
大
分
・

鹿
児
島
)
　
の
中
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
同
辞
典
に
よ
る
と
沖
縄
の
諸
方
言
で

は
「
ウ
ト
ウ
」
[
u
t
u
]
[
P
t
u
〕
が
記
録
さ
れ
て
い
て
「
オ
ト
、
」
　
の
語
形

に
当
る
も
の
が
見
ら
れ
な
い
　
(
㈱
の
事
象
参
照
)
。

[
ホ
フ
ス
]
聖
聖
響
テ
軋
屁
(
巻
五
、
五
ウ
5
)

「
ホ
フ
ス
」
　
の
語
は
所
見
が
な
く
末
勘
で
あ
る
。
「
源
源
」
は
集
註
に
「
若
l
一

水
之
相
継
一
也
」
と
注
す
る
よ
う
に
、
水
の
源
が
あ
っ
て
絶
え
ず
流
れ
る
意

で
あ
る
。
「
あ
ふ
る
(
溢
る
・
下
二
段
)
」
「
あ
ぶ
す
(
溢
す
)
」
な
ど
と
関
連

す
る
語
で
あ
ろ
う
か
。

豊
川
安
全
家
文
書
の
　
『
孟
子
集
註
」
巻
四
・
巻
五
に
お
け
る
書
入
れ
は
、

角
筆
の
文
字
が
、
右
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
八
重
山
方
言
の
音
韻
を
反
映
し
、

語
彙
も
古
語
を
伝
え
て
い
る
か
ら
、
こ
の
地
方
の
人
士
の
所
為
と
見
ら
れ
る
。

そ
れ
が
誰
で
あ
っ
た
か
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
先
述
の
よ
う
に
、

「
宮
良
善
房
」
が
墨
仮
名
を
施
し
て
こ
の
本
を
読
ん
で
い
る
こ
と
が
手
掛
か

り
と
な
る
。
墨
仮
名
は
極
め
て
少
な
く
、
角
筆
の
仮
名
と
重
ね
書
さ
れ
た
所

が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
の
で
、
墨
書
と
角
筆
書
と
の
先
後
関
係
が
分
ら
な
い

が
、
両
書
の
筆
致
に
通
ず
る
所
が
あ
り
情
況
か
ら
見
て
も
、
宮
良
善
房
の
書

入
れ
の
可
能
性
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
宮
良
家
の
関
係
者
の
所
為
で
あ
ろ

う
。八

重
山
博
物
館
の
黒
鳥
為
一
館
長
・
宮
良
芳
和
氏
の
教
示
に
よ
る
と
、
宮

艮
善
房
は
そ
の
家
譜
に
「
善
房
」
な
る
名
が
見
ら
れ
る
が
、
明
和
八
年
(
一

七
七
一
)
　
に
石
垣
島
が
大
津
波
の
襲
来
に
よ
り
多
大
な
被
害
を
受
け
る
以
前

の
人
物
で
あ
る
の
で
、
同
人
と
す
る
に
は
問
題
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
た
だ
豊

川
安
全
家
は
現
在
荒
川
に
住
み
、
荒
川
は
島
の
西
方
の
高
台
で
あ
っ
た
の
で

被
害
が
小
さ
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
家
譜
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、

そ
の
機
を
未
だ
得
て
い
な
い
。

八
重
山
博
物
館
か
ら
見
出
し
た
角
筆
文
献
十
点
の
う
ち
、
他
の
九
点
に
つ

い
て
は
、
r
孟
子
集
註
」
程
に
は
用
例
を
探
録
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
一
つ
に
は
虫
柑
∵
破
損
で
全
集
の
開
披
が
娃
し
か
っ
た
り
書

入
れ
そ
の
も
の
が
少
な
か
っ
た
り
し
た
た
め
、
二
つ
に
は
修
補
の
際
に
角
筆

の
凹
み
が
殆
ど
消
え
て
し
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
十
二

分
の
時
間
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
は
、
九

点
に
つ
い
て
、
修
補
の
手
の
入
ら
な
い
も
の
と
修
補
済
み
の
も
の
と
に
分
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
、
角
筆
文
字
は
採
録
例
の
中
か
ら
若

干
例
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

[
修
補
の
手
の
入
ら
な
い
も
の
]

2
、
論
語
集
註
巻
十
一
冊
　
武
島
利
子
家
文
書
1
3

江
戸
初
期
刊
(
軍
水
二
年
二
六
二
五
按
)
の
四
書
章
句
集
註
(
宋
朱
蕪

撰
)
　
の
論
語
巻
十
の
一
冊
。
一
葉
九
行
、
一
行
十
七
字
で
、
訓
点
附
刻
(
釈
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玄
昌
点
)
。
末
尾
に
図
と
「
街
聖
公
子
思
像
」
「
後
学
余
[
〓
]
賛
」
等
の
字
句

を
附
刻
。
「
宮
良
仁
尾
」
の
墨
書
が
あ
る
。
虫
損
甚
し
く
開
披
す
る
こ
と
が

托
し
い
た
め
、
角
筆
文
字
は
部
分
的
に
採
録
す
る
に
止
め
た
。

天
-
之
翫
或
訂
レ
疇
虹
(
第
七
、
七
オ
3
)

テ

　

「

ソ

ド

J

(

角

)

ノ

ヲ

ハ

孔
子
対
-
日
狙
-
豆
之
事
(
第
八
、
一
オ
3
)

第
一
例
は
、
前
述
の
r
孟
子
集
註
」
　
の
Ⅲ
と
同
じ
事
象
で
あ
る
。

3
、
小
学
巻
六
一
冊
　
新
本
家
文
書
2
4

近
世
刊
の
　
「
小
学
句
読
」
六
巻
の
う
ち
の
巻
六
の
一
冊
。
一
葉
八
行
、
一

行
十
七
字
で
、
訓
点
附
刻
。
巻
尾
欠
で
本
文
四
十
三
丁
を
存
す
。
本
文
に
墨

仮
名
と
朱
句
切
点
を
施
す
。
表
紙
に
朱
書
「
小
学
巻
第
六
/
雷
能
第
三
」
、
見

絢
一
父
∵
之

返
に
朱
空
頂
十
一
年
。
酉
六
月
二
日
親
「
彊
書
物
。
而
大
川
村
政
土

原
/
興
人
副
子
居
候
座
義
兄
仁
尾
ヨ
リ
取
ル
」
と
あ
り
、
同
じ
見
返
左
下
に

墨
書
「
英
喜
」
、
続
く
第
一
丁
の
巻
頭
下
に
「
憲
章
氏
　
英
喜
」
　
と
墨
書
す

る
。
内
題
「
小
学
巻
第
六
」
の
下
に
「
新
能
」
の
朱
丸
印
と
黒
印
が
あ
る
。

虫
損
が
甚
し
い
。
角
筆
は
上
欄
や
行
間
に
本
文
の
漢
字
の
読
み
を
書
入
れ
て

い
る
。

ラ

タ

　

　

ノ

　

　

ハ

ル

「
ヲ
耳
へ
ラ
」
(
角
、
.
上
欄
と
左
傍
)
以
-
為
宗
-
族
所
二
以
不
一
レ
協
(
三
十
四

ウ

6

)
「
ヒ
ヤ
ヤ
カ
ナ
匹
(
角
、
上
欄
)
　
‰
レ
飽
㌢
餞
気
⊥
騒
乱
野
覿
三

十
九
オ
2
)

ヲ

「
チ
刃
」
(
角
、
上
欄
)
　
乳
極
二
滋
味
一
(
十
一
ウ
2
)

第
一
例
は
、
前
述
の
「
孟
子
集
註
し
　
の
糊
と
同
じ
事
象
、
第
三
例
は
用
と
同

じ
事
象
で
あ
る
。

4
、
論
語
集
註
巻
七
　
一
冊
　
　
武
島
利
子
家
文
書
1
4

江
戸
初
期
列
(
寛
永
二
年
・
一
六
二
五
枚
)
　
の
四
書
章
句
集
註
(
宋
朱
蕪

撰
)
　
の
論
語
巻
七
の
一
冊
。
一
葉
九
行
、
一
行
十
七
字
で
、
訓
点
附
刻
(
釈

玄
昌
点
)
。
虫
損
大
破
に
て
開
披
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
目
に
鯛
れ
た
角
筆

文
字
の
中
か
ら
例
示
す
る
。

「
4
刊
コ
ツ
」
(
角
)
ハ
　
ス
　
一

召
　
　
忽
死
レ
之
管
仲
不
レ
死
(
十
四
オ
8
)

「
山
外
ヨ
ク
」
(
角
)
シ
テ
　
シ
テ

孔
子
沐
　
浴
而
】
朝
(
十
六
オ
4
)

第
一
例
は
、
前
述
の
r
孟
子
集
註
し
　
の
糊
と
同
じ
事
象
、
第
二
例
は
脚
と
同

じ
事
象
で
あ
る
。

5
、
三
字
経
訓
話
　
一
冊
　
　
八
重
山
博
物
館
・
そ
の
他
1
2

近
世
剤
の
一
冊
で
あ
る
が
巻
首
か
ら
十
六
丁
ま
で
を
欠
き
、
十
七
丁
か
ら

四
十
九
丁
の
巻
尾
ま
で
が
残
存
。
一
葉
四
行
、
一
行
は
三
字
二
旬
の
六
字
、

、1、

訓
点
附
刻
。
上
欄
部
の
半
分
が
欠
損
す
る
。
二
十
三
丁
オ
モ
テ
に
「
英
甫
」

の
鉛
筆
書
が
あ
る
。
本
文
に
は
角
筆
の
片
仮
名
と
墨
書
の
片
仮
名
と
が
所
々

に
施
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
読
み
の
仮
名
が
重
な
っ
た
所
で
は
、
角
筆
の
凹
み

に
墨
書
が
は
ま
っ
て
か
す
れ
て
い
る
の
で
、
角
筆
の
後
か
ら
墨
仮
名
が
重
ね

書
さ
れ
た
こ
と
が
分
る
。

琴
角
.
墨
〉
未
熟
(
三
十
七
ウ
2
)

彼
聖
.
至
情
(
四
十
五
オ
3
)

如
疑
う
撃
(
角
.
雪
(
三
十
九
オ
2
)

第
一
例
と
第
二
例
は
、
前
述
の
　
〓
皿
子
集
註
」
　
の
川
又
は
脚
と
同
じ
事
象
、

第
三
例
の
墨
書
「
キ
ウ
」
は
糊
と
同
じ
事
象
で
あ
る
。

6
、
陳
暢
園
先
生
童
子
庶
談
(
琉
球
版
)
一
冊
　
牧
野
孫
宣
家
文
書
1
2

沖
縄
県
立
図
書
館
蔵
東
恩
納
文
庫
の
前
掲
の
『
陳
情
園
先
生
童
子
振
談
』

と
同
版
の
琉
球
版
。
道
光
二
十
四
年
の
豊
平
親
方
馬
執
宏
の
序
、
梅
帯
華
宗

経
(
田
名
宗
経
)
謹
刻
、
送
り
仮
名
・
返
点
・
合
符
の
附
刻
も
同
じ
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
本
に
は
印
記
は
な
い
が
、
上
欄
に
「
馬
執

宏
ハ
/
豊
平
親
方
也
」
「
ホ
シ
マ
、
/
シ
ウ
」
(
本
文
「
縦
」
　
の
読
み
)
な
ど

の
墨
書
書
入
れ
が
あ
る
。
外
表
紙
(
補
紙
)
　
の
見
返
に
「
梅
公
氏
/
孫
寛
」
、

巻
末
(
二
十
七
丁
オ
モ
テ
)
　
に
　
「
梅
公
民
孫
真
」
、
続
く
後
表
紙
見
返
に

「
六
世
孫
富
/
七
世
孫
真
」
　
の
墨
書
、
同
見
返
左
上
に
「
人
生
涯
世
虚
コ
ト
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ヒ
マ

ハ
/
自
駒
隙
ヲ
過
ル
カ
如
」
　
の
墨
書
が
あ
る
。

角
筆
の
書
入
れ
は
少
な
く
、
数
箇
所
か
ら
次
の
よ
う
な
片
仮
名
を
見
出
し

た
に
過
ぎ
な
い
。

ハ
イ
タ
ン
「
イ
カ
ン
」
(
角
訂
文
「
呆
填
」
の
上
欄
に
書
入
れ
た
墨
書
と
角
筆
)
(
六

呆
填

ア
シ
キ
モ
タ
イ

ウ

3

)

「
ヨ
カ
ン
」
(
角
)
　
(
本
文
「
侶
丁
偵
欲
二
何
-
之
一
」
の
上
欄
。
「
お
ヵ
;
ト
」

ト
シ
テ
　
　
ス
ル
ヤ
ク
二
　
ン
ト

の
訓
)
　
(
七
ウ
4
)

第
二
例
は
、
前
述
の
『
孟
子
集
註
』
　
の
榊
と
同
じ
事
象
で
あ
る
。

[
修
補
済
み
の
も
の
]

こ
て

以
下
の
四
点
は
、
修
補
さ
れ
て
新
装
が
成
っ
て
い
る
が
、
修
補
の
際
に
鎧

を
以
て
紙
面
の
鼓
を
伸
ば
し
た
時
に
、
角
筆
の
凹
み
も
伸
ば
さ
れ
た
ら
し
く
、

角
筆
の
文
字
は
殆
ど
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
辛
う
じ
て
判
読
し
た
も
の
に

よ
っ
て
曾
て
角
筆
の
文
字
や
符
号
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
も
の
で
あ
る
。

7
、
日
姓
　
　
一
冊
　
　
　
　
新
本
家
文
書
3
2

同
治
十
三
年
(
一
八
七
四
、
明
治
七
年
)
　
の
書
写
本
。
r
自
姓
」
　
は
、
清

の
白
世
彗
撰
で
、
乾
隆
十
八
年
(
一
七
五
三
、
宝
暦
三
年
)
林
啓
陸
の
序
が

あ
る
。
一
葉
九
行
、
一
行
十
四
乃
至
十
八
字
で
五
十
三
丁
よ
り
成
る
。
庶
表

紙
T
に
「
大
活
同
治
十
三
年
甲
成
正
月
寓
之
/
自
姓
/
仙
山
促
筆
者
/
新
本

記
/
「
新
本
仁
屋
」
(
朱
書
)
」
、
原
表
紙
コ
に
「
大
活
同
治
十
三
年
甲
戌
正
月

吉
日
宕
之
/
自
姓
/
杏
茂
氏
仙
山
恨
筆
者
/
新
本
仁
屋
/
雷
能
」
、
巻
末
に

「
大
酒
同
治
十
三
年
甲
成
正
月
吉
日
寓
之
也
/
松
茂
氏
□
□
/
富
能
」
の
墨
書

が
あ
る
。

こ
の
巻
末
に
「
啓
」
と
「
天
」
字
の
そ
れ
ぞ
れ
に
朱
声
点
を
差
し
た
図
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
声
点
に
「
上
平
声
、
下
平
声
(
圏
点
)
、
上
声
、
去
声
、

入
声
」
の
五
声
体
系
を
胡
麻
点
で
図
示
し
、
こ
の
五
声
体
系
に
従
っ
て
、
本

文
の
全
漢
字
に
声
点
を
朱
書
に
て
差
声
し
、
同
じ
朱
書
に
て
「
紅
　
銅
」
の

「
7
ン
ト
ン
」
(
朱
)

よ
う
な
唐
音
を
片
仮
名
で
施
し
て
い
る
。

角
筆
の
仮
名
は
、

是
雷
(
角
)
相
別
(
朱
声
点
略
)
(
九
オ
5
)

「
ツ
ム
」
(
角
)

一
周
　
少
房
子
(
朱
声
点
略
)
　
(
二
十
五
オ
2
)

な
ど
が
見
出
さ
れ
た
が
、
他
は
修
補
の
際
に
消
さ
れ
た
ら
し
く
、
存
否
を
確

か
め
得
な
い
。

8
、
陳
暢
園
先
生
童
子
折
談
一
冊
　
竹
原
家
文
書
4
2

前
掲
6
の
牧
野
孫
宣
家
文
書
1
2
の
　
「
陳
暢
固
先
生
童
子
捷
談
」
と
同
版
の

琉
球
版
。
道
光
二
十
四
年
の
豊
平
親
方
馬
執
宏
の
序
、
梅
帯
革
宗
経
謹
刻
、

送
り
仮
名
・
返
点
・
合
符
の
附
刻
も
同
じ
で
あ
る
。
但
し
、
印
記
も
墨
書
書

入
れ
も
な
い
。
原
表
紙
に
外
題
「
童
子
折
」
と
墨
書
す
る
。
角
筆
の
仮
名
が

輿
角
〉
モ
机
ん
女
⊥
児
(
十
二
ウ
2
)

の
よ
う
に
辛
う
じ
て
見
出
さ
れ
、
他
に
も
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
修
補
の
た
め

に
消
さ
れ
て
し
ま
い
、
殆
ど
解
読
不
能
で
あ
る
。

9
、
太
上
感
應
后
、
文
昌
帝
君
陰
構
文
一
冊
　
糸
州
正
二
家
文
書
3
4

同
治
九
年
(
一
八
七
〇
、
明
治
三
年
)
　
の
書
写
本
。
本
文
は
漢
字
文
で
あ

り
、
一
葉
七
行
、
一
行
十
八
乃
至
十
九
字
で
、
全
八
丁
。
前
掲
の
沖
縄
県
立

図
書
館
蔵
東
恩
納
文
庫
の
　
「
太
上
感
應
篇
」
が
喜
舎
場
親
方
盛
元
の
翻
案
し

た
漢
字
平
仮
名
交
り
文
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
本
は
、
そ
の
も
と
と

な
っ
た
中
国
の
漢
字
文
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
表
紙
に
、

「
同
治
九
年
庚
午
季
秋
/
太
上
感
應
篇
/
文
昌
帝
君
陰
構
文
」
の
朱
書
と
、

「
上
官
姓
宗
嗣
人
/
正
輿
」
　
の
墨
書
が
あ
る
。
表
紙
見
返
に
　
「
於
内
無
賢
父

■

兄
於
外
無
「
賢
」
師
友
/
妖
画
能
有
成
者
少
シ
央
/
見
小
我
/
首
歳
十
八
　
正

T
、
セ
ケ
チ
)

惇
/
此
書
物
之
俵
者
愚
父
正
輿
書
寓
為
申
由
雑
然
我
子
孫
二
至
迄
/
愛
護
大

切
見
用
可
事
」
の
墨
書
が
あ
る
。

本
文
に
は
、
朱
書
の
片
仮
名
・
返
点
・
合
符
・
旬
切
圏
点
と
注
記
と
が
施

さ
れ
て
い
る
。
朱
書
の
書
入
れ
よ
り
先
に
角
筆
の
書
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
る
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が
、
修
楠
の
た
め
に
消
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
僅
か
に
次
の
例
を
確
認
し

た
に
過
ぎ
な
い
。

太
上
託
。
甲
軍
書
軋
レ
門
。
(
無
注
記
の
訓
点
は
朱
書
二
一
オ
2
)

角
筆
の
仮
名
「
ク
」
　
の
上
か
ら
朱
書
の
仮
名
「
ク
」
が
重
ね
書
さ
れ
、
朱
書

の
仮
名
の
字
画
の
l
部
が
凹
み
の
た
め
に
切
れ
て
い
る
。

1
0
、
自
作
撃
　
　
一
冊
　
　
崎
山
孝
子
家
文
書
1

十
九
世
紀
後
半
の
書
写
本
。
本
文
は
漢
字
文
で
あ
り
、
一
葉
九
行
、
一
行

二
十
字
で
、
全
三
十
三
丁
。
後
表
紙
見
返
に
「
翁
長
仁
屋
□
」
　
の
墨
書
が
あ

る
。本

文
の
漢
字
に
は
、
朱
書
の
声
点
(
五
声
体
系
で
下
平
声
は
圏
点
、
他
は

胡
麻
点
)
と
句
点
と
所
々
に
唐
音
で
字
音
を
示
し
た
片
仮
名
と
が
施
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
朱
書
の
片
仮
名
や
声
点
の
書
入
れ
よ
り
先
に
、
角
筆
の
片
仮
名

や
圏
点
の
書
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
修
補
の
た
め
に
消
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
僅
か
に
次
の
例
を
確
認
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

部
差
原
投
有
翫
鴬
.
朱
訂
書
の
声
点
略
)
(
二
十
七
ウ
5
)

角
筆
の
仮
名
「
カ
ン
」
　
の
上
か
ら
朱
書
の
仮
名
「
カ
ン
」
が
重
ね
書
さ
れ
、

朱
書
の
仮
名
の
字
画
の
一
部
が
凹
み
の
た
め
に
切
れ
て
い
る
。

以
上
の
十
点
が
、
今
回
の
調
査
で
八
重
山
博
物
館
か
ら
見
出
さ
れ
た
角
筆

文
献
で
あ
る
。

五
、
終
わ
り
に

今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
沖
縄
で
も
角
筆
が
使
わ
れ
、
そ
の
文
献
が
伝
存

し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
角
筆
文
献
が
日
本
全
国
、

四
十
七
都
道
府
県
に
伝
存
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
角
筆
が
か
つ
て
全

国
的
に
広
く
使
わ
れ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

沖
縄
県
に
つ
い
て
見
る
と
、
新
た
な
知
見
も
得
ら
れ
た
。
第
一
は
、
尚
王

家
の
関
係
者
が
角
筆
を
使
用
し
、
そ
の
文
献
が
伝
存
す
る
こ
と
、
第
二
は
、

沖
縄
で
印
刷
さ
れ
た
琉
璃
版
や
、
沖
縄
の
知
識
人
が
中
国
書
を
翻
案
し
た
漢

字
平
仮
名
交
り
文
や
学
校
で
稽
古
す
る
文
案
集
の
漢
字
平
仮
名
交
り
文
に
も

角
筆
の
書
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
そ
れ
ら
の
角
筆
の
文
字
に

は
沖
縄
方
言
が
現
れ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
沖
縄
本
島
の
文
献
に
は
本
島
の

方
言
、
八
重
山
群
島
の
石
垣
島
の
文
献
に
は
石
垣
島
の
方
言
が
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
等
で
あ
る
。
加
え
て
、
手
紙
の
下
書
き
に
角
筆
が
用
い
ら
れ
た

ら
し
い
こ
と
も
見
出
さ
れ
た
。
こ
の
種
の
も
の
は
一
見
白
紙
で
あ
る
か
ら
後

世
に
伝
存
し
杜
い
の
で
あ
る
が
、
偶
ミ
仮
表
紙
に
流
用
さ
れ
て
残
る
こ
と
も

あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。

沖
縄
方
言
の
文
献
資
料
と
し
て
は
、
従
来
、
お
も
ろ
さ
う
し
、
混
効
験
集
、

琉
歌
集
や
、
朝
鮮
資
料
、
中
国
資
料
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
角
筆
文
献
は
、

規
範
に
と
ら
わ
れ
ず
当
時
の
話
し
言
葉
を
文
章
の
中
に
直
に
反
映
し
易
い
と

い
う
点
に
お
い
て
、
従
来
の
資
料
と
は
一
味
違
っ
た
資
料
と
し
て
沖
縄
方
言

史
料
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
時
間
の
上
で
十
二
分
な
余
裕
が
無
く
、
沖
縄
県
立
博

物
館
で
は
上
江
洲
家
文
書
と
古
漬
家
文
書
と
館
収
蔵
書
の
一
部
を
、
又
、
北

谷
町
公
文
書
館
(
北
谷
町
教
育
委
員
会
保
管
)
　
で
は
金
良
宗
邦
文
書
を
僅
か

な
時
間
で
調
査
し
た
が
、
特
に
後
者
で
は
全
資
料
が
修
補
新
装
さ
れ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
角
筆
の
書
入
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
今
後
の

再
調
査
が
望
ま
れ
る
所
で
あ
る
。
併
せ
て
、
「
家
譜
」
等
の
調
査
に
よ
り
、

墨
書
等
に
名
の
記
さ
れ
た
人
物
の
素
姓
を
調
べ
、
角
筆
の
使
用
者
を
明
ら
か

に
し
た
い
と
思
う
。

此
の
度
の
調
査
で
は
、
条
野
川
致
氏
の
親
身
の
御
世
話
を
添
う
し
、
沖
縄

県
立
図
書
館
で
は
吉
川
安
一
館
長
を
は
じ
め
国
吉
綾
子
氏
・
源
河
美
津
子
氏

と
関
係
各
位
、
沖
縄
県
立
博
物
館
で
は
、
普
間
一
郎
館
長
、
萩
尾
俊
章
氏
、

沖
縄
県
公
文
書
館
で
は
、
宮
城
悦
二
郎
館
長
、
喜
納
健
勇
副
館
長
、
宮
城
剛
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助
副
参
事
、
佐
久
川
政
要
課
長
は
じ
め
垣
花
優
子
氏
、
大
湾
ゆ
か
り
氏
と
関

係
各
位
、
北
谷
町
教
育
委
員
会
の
富
山
憲
一
教
育
長
、
中
村
患
氏
は
じ
め
関

係
各
位
、
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
で
は
、
黒
鳥
為
一
館
長
は
じ
め
宮
良
芳

和
氏
と
関
係
各
位
の
温
か
い
御
世
話
と
御
厚
情
を
賜
っ
た
。
又
、
写
真
掲
載

に
つ
き
関
係
機
関
の
御
允
許
を
頂
い
た
。
透
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
る
。
尚
、
こ
の
調
査
は
文
部
省
科
学
研
究
費
の
補
助
を
得
て
行
っ

た
も
の
で
あ
る
。

主
(
1
)
　
中
本
正
智
「
k
昔
考
」
(
『
方
言
研
究
の
問
題
点
」
昭
和
四
十
五
年
八

月
、
明
治
書
院
刊
)
。

(
2
)
　
中
松
竹
雄
「
琉
球
官
話
集
に
あ
ら
わ
れ
た
る
近
世
琉
球
語
」
(
r
獅
如

㌍
鋤
国
語
学
論
集
」
昭
和
五
十
四
年
二
月
、
勉
誠
社
刊
)
。

(
3
)
　
中
松
竹
雄
「
沖
縄
諸
島
(
本
島
)
　
の
方
言
」
(
『
講
座
方
言
学
、
沖
縄
・

奄
美
の
方
言
」
昭
和
五
十
九
年
五
月
、
国
書
刊
行
会
刊
)
。

(
4
)
　
沖
縄
県
公
文
書
館
コ
序
秋
正
文
庫
の
世
界
』
(
特
別
展
1
沖
縄
へ
の
ま
な

ざ
し
ー
図
録
、
平
成
九
年
八
月
発
行
)
。
こ
の
図
録
に
は
「
展
示
資
料

一
覧
」
と
し
て
四
四
八
点
の
岸
文
庫
の
文
献
目
録
が
附
載
さ
れ
て
い

る
。

(
5
)
　
中
本
正
智
・
中
松
竹
雄
「
南
島
方
言
の
概
説
」
(
『
講
座
方
言
学
、
沖

縄
・
奄
美
の
方
言
」
)
　
の
「
釘
」
　
の
分
布
表
に
よ
る
。

(
6
)
　
拙
稿
「
謎
詔
欄
角
筆
下
絵
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
」
(
昌
諸
肌
輪
譜

国
書
漢
籍
論
集
』
平
成
三
年
八
月
、
汲
古
書
院
刊
)
及
び
、
位
藤
邦

生
「
恒
石
八
幡
宮
蔵
角
筆
下
絵
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
翻
刻
」
(
「
広
島

大
学
研
究
・
教
育
総
合
資
料
館
研
究
報
告
」
第
一
号
、
l
九
九
五
年

三
月
)
。

(
7
)
　
注
(
5
)
文
献
。

10　9　814131211

注
(
5
)
文
献
。

注
(
5
)
文
献
。

加
治
工
兵
市
「
八
重
山
方
言
概
説
」
(
『
講
座
方
言
学
、
沖
縄
・
奄
美

の
方
言
」
昭
和
五
十
九
年
五
月
、
国
書
刊
行
会
刊
)
。

注
(
1
)
文
献
。

注
(
1
0
)
文
献
。

拙
著
扇
振
糎
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
;
一
七
八
頁
。

「
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
」
　
に
「
日
　
ノ
タ
フ
パ
ク
ト
ハ
郷
談
也
。
平
家

ニ
モ
歌
ニ
モ
頼
朝
ノ
ノ
タ
マ
パ
ク
ト
コ
ソ
ア
レ
。
子
日
ハ
皆
ノ
タ
マ
パ

ク
ト
点
ス
ル
ナ
リ
」
と
あ
る
。
著
者
の
桂
庵
は
、
島
津
忠
昌
の
請
に

応
じ
て
薩
摩
に
赴
き
、
こ
の
地
で
朱
子
新
注
に
よ
る
講
説
を
盛
ん
に

行
い
、
こ
こ
で
示
寂
し
て
い
る
。
「
郷
談
」
と
は
、
そ
の
地
方
の
人
々

の
問
に
行
わ
れ
る
特
有
の
も
の
の
言
い
方
で
、
「
玉
塵
」
　
に
　
「
諸
国

諸
方
ノ
云
イ
伝
夕
国
郷
談
ト
云
コ
ト
ア
リ
」
と
あ
り
、
r
日
葡
辞
書
-

に
も
同
種
の
説
明
が
あ
る
。
「
ノ
タ
フ
バ
ク
」
が
方
言
と
し
て
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
八
重
山
博
物
館
蔵
豊
川
安
全
家
文
書
〓
皿

子
集
註
」
に
角
筆
で
書
か
れ
た
「
ノ
タ
バ
ク
」
が
桂
庵
の
「
郷
談
」

と
し
た
「
ノ
タ
フ
バ
ク
」
と
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
か
は
末
勘
で
あ

る
。
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